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日本ハムグループ　社会・環境への取り組み



グループブランドの約束
おいしさの感動と健康の喜びを
世界の人々と分かち合いたい

私たちは
生命の恵みを大切にして、品質に妥協することなく

「食べる喜び」を心を込めて提供する

そして、時代に先駆け食の新たな可能性を切り拓き
楽しく健やかなくらしに貢献する

いのち

※2

念

※3

日本ハムグループの社会に対する責任は、
企業理念の実現を目指し、一人一人が
主体的・継続的に行動することです

　私たち日本ハムグループで働くすべての役
員と従業員が企業理念を実現するため、「経
営理念」「行動規範」「行動基準」「品質方針」
「CS※1方針」「環境憲章」などを十分に理解
してそれに沿った行動をすることが、社会的責
任を果たすことにつながります。
　誠実な企業活動をすすめ、お客様の声を重
視し、食と健康を通じて社会に貢献します。
　すべての役員と従業員が会社と仕事に誇り
と生き甲斐をもち、事業所や事業の強み、特
徴を活かして社会の一員として主体的に行動し
ます。
　そして、縁ある全ての人達と十分、双方向の
コミュニケーションをとりながら進めていきます。
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企業理念
1.  わが社は、「食べる喜び」を基本のテー
マとし、時代を画する文化を創造し、社
会に貢献する。

2.  わが社は、従業員が真の幸せと生き甲
斐を求める場として存在する。

経営理念
1.  高

こう

邁
まい

な理想をかかげ、その実現への不
退転の意志をもって行動する。

2.  人に学び、人を育て、人によって育てら
れる。

3. 時代の要請に応えて時代をつくる。
4.  品質・サービスを通して、縁を拡げ、縁あ
るすべての人々に対する責任を果たす。

5. 高度に機能的な有機体をめざす。

環境理念
日本ハムグループは、自然の恵みに感謝
し、美しい地球を次世代に残すことは私た
ちの責任であると考え、企業活動のあらゆ
る面で継続的に環境保全に取り組みます。
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編集方針
■対象範囲
期間：  2007年4月1日～２００8年3月31日の1年

間。ただし、活動内容については、一部
2008年度の活動を含みます。

組織： 日本ハムグループの国内事業所421拠点
分野：  日本ハムグループの環境活動および社会

活動

■参考にしたガイドライン
・環境報告書ガイドライン2003年度版（環境省）
・ サステナビリティ リポーティング
　ガイドライン2002（GRI）

※  この社会・環境レポートの記載事項（数量・金
額など）は概数によるものがあり、 今後変更さ
れる場合もあります。
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「食」を通じた
幅広い活動を推進し、
美しい自然を
次世代へ伝えていきます

日本ハム株式会社
代表取締役社長
小林　浩
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社会と共に生きていく
日本ハムグループ
　日本ハムグループは、「わが社は、『食べる喜び』
を基本のテーマとし、時代を画する文化を創造し、社
会に貢献する」という企業理念を掲げ、その実現を目
指して進んでまいりました。「食べる喜び」とは食を通
してもたらされる「おいしさの感動や健康の喜び」を
表すものです。この理念に基づき、畜産物の生産・
飼育から処理、加工、物流、販売までをグループで
一貫して行うバーチカル・インテグレーション・システ
ム※4を構築するなど、安全・安心で品質の高い食品
を提供する取り組みを続けております。
　昨年度、日本ハムグループは、連結売上高１兆円
を達成しました。これまで支えて頂いたお客様、お取
引先の皆様をはじめ、全てのステークホルダー※3の
皆様に心から深く感謝申し上げます。
　近年、「食の安全」を脅かす事故の発生、食料供
給事情の悪化、穀物価格の高騰、地球温暖化問
題、資源枯渇など企業を取り巻く環境の変化は、厳
しさを増しています。これら環境の変化は、ステーク
ホルダーの皆様の、企業の社会的責任（ＣＳＲ）に対
する期待につながるものでもあると受け止めており
ます。
　これらの諸問題に適切に対応し、社会・地球との
共生関係を築き、持続可能な社会※5づくりに貢献す
ることが、「食」を扱う私たち日本ハムグループとして
の重要課題であると考えています。

安心・満足・感動の品質を目指して
　「食」を扱う企業にとって、果たすべき第一の使命
は、安全で高い品質の商品をお客様に安定してご提
供することです。さらに、お客様とのコミュニケーショ

ンを通じてニーズを的確に把握し、求められる商品と
サービスの改善・開発を継続的に続けることです。
　日本ハムグループでは、２００６年からスタートした
新中期経営計画パートⅡの経営方針のひとつとして
「品質Ｎｏ．１経営の推進」を掲げ、定着を図ってきま
した。
　国内・国外を問わず品質監査・安全検査を実施
し、日本ハムグループ独自の品質保証規程に則った、
「安全・安心」への取り組みを実施しています。
　私たちは、「食べる喜び」を心を込めて提供します。
そして、食の新たな可能性を切り拓き、楽しく健やか
なくらしに貢献していきます。

次世代へ美しい地球を
　「自然の恵み」を事業の源泉としている私たちは、
環境を守り、美しい地球を次世代へ残す責務がある
と考えています。
　私たちは、２００６年度よりＣＯ２排出量の削減、水
使用量の削減など６項目の目標からなる「エコアク
ション計画パートⅡ」に取り組んできました。２年目と
なる昨年度は、一部に目標未達成が予測されるもの
がありますが、計画の最終年度である今年度、目標
の達成に向けて、さらなる改善活動を続けています。
　今年度は、「無理なくゴミを減らせる社会づくり」
を目的としたＮＰＯ法人が主催する「ごみ減

へら

装
そう

実験
２００８」に参加し、また、４月１日より日本ハムグルー
プの全車両を対象とした「エコドライブ・コンテスト」
をスタートさせました。事業活動での環境負荷低減は
もちろんのこと、ステークホルダーの皆様との協同活
動を通じて継続的に改善をつづけていきます。
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生産飼育

ハム・ソーセージの製造

ハム・ソーセージ、
加工食品の販売

水産加工品の製造・販売

発酵乳・乳製品（チーズ）の
製造・販売

食肉の販売

食肉の処理・加工

加工食品の製造

日本ハム（株）とグループの概要

おいしさの感動と健康の喜び、
世界中の人々に広めたい

暮らしのいろいろなシーンで皆様とつながる、日本ハムグループ。

【組織名称】
日本ハム株式会社
NIPPON MEAT PACKERS,INC.
【設立年月日】
1949年5月30日
【本社所在地】
大阪市中央区南本町三丁目6番14号
【代表者】
代表取締役社長  小林 浩

【資本金】
24,166百万円（2008年3月31日現在）
【従業員数】
28,200名（2008年3月）
＊グループ合計､ 臨時雇用者の平均在籍数を含む
【事業所】
工場：98拠点、営業拠点：349カ所、研究所：1研究所
（2007年4月1日現在、グループ合計）

日本ホワイトファーム（株）
インターファーム（株）
ニッポンフィード（株）
OAKEY HOLDINGS PTY.LTD.（AUS）
TEXAS FARM,LLC.（USA）

日本ハム（株）
日本ハム食品（株）
日本ハム惣菜（株）
（株）アルテピアット
プレミアデリ（株）
NIPPON SHOKUHIN

MEXICANA S.A.DE C.V.（MEX）
威海日都食品有限公司（CHN）
山東日龍食品有限公司（CHN）
THAI NIPPON FOODS CO.,LTD.（THA）
THAI NIPPON VEGETABLE CO.,LTD.（THA）

日本フードパッカー（株）
日本フードパッカー鹿児島（株）
日本フードパッカー四国（株）
日本ピュアフード（株）
宮崎食品（株）
三川食材（株）
宮崎ビーフセンター（株）
OAKEY ABATTOIR PTY.LTD.（AUS）
WINGHAM BEEF EXPORT PTY.LTD.（AUS）
THOMAS BORTHWICK

& SONS PTY.LTD.（AUS）
NEW WAVE LEATHERS PTY.LTD.（AUS）

日本ハム（株）
東北日本ハム（株）
南日本ハム（株）
トーチクハム（株）
日本ハム北海道販売（株）
日本ハム東販売（株）
日本ハム西販売（株）
日本ハムカスタマー・
　コミュニケーション（株）

日本ハム（株）/ 東日本フード（株）
関東日本フード（株）
中日本フード（株）
西日本フード（株）
南日本フレッシュフード（株）
DAY‐LEE FOODS,INC.（USA）
BEEF PRODUCERS AUSTRALIA PTY.LTD.（AUS）
AUSTRALIAN PREMIUM BRANDS, INC.（AUS）
日邦食品（上海）有限公司（CHN）
華南日亜食品貿易有限公司（CHN）

マリンフーズ（株）
（株）宝幸
（株）コーベ・フーズ
真鱗（株）
NMP（CHILE）Y COMPANIA LIMITADA（CHI）
烟台宝昌食品有限公司（CHN）

日本ルナ（株）
（株）宝幸（ロルフ事業部）

日本ハム（株）/ 東北日本ハム（株）
静岡日本ハム（株）
長崎日本ハム（株）
南日本ハム（株）
（株）函館カール・レイモン
（株）鎌倉ハム富岡商会
（株）ヘルマン
トーチクハム（株）
協同食品（株）
（株）ジャバス
REDONDO'S, LLC（USA）
天津龍泰食品有限公司（CHN）
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外食

スポーツ

IT関連・サービス・その他

物流および商社健康食品の開発・販売

天然系調味料の
製造・販売

フリーズドライ・
冷凍食品の製造・販売

連結売上高 連結税引前利益

※外部顧客に対する売上高より算出しています。

品種別売上高の構成比（％）（2007 年度）

国内外売上高の構成比（％）（2007 年度）

12.9% 18.0%

90.7%

54.1%

水産物・乳製品 10.4%ハム・ソーセージ

加工食品

日本

食肉 その他 4.6%

海外 9.3%

2003 2004 2005 2006 2007
（年度）

8,000

6,000

4,000

2,000

9,7739,6379,3479,260
10,322

2003 2004 2005 2006 2007
（年度）

（億円）

10,000

（億円）

400

300

200

100

137

23

224
196
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「食」を中心として物流やスポーツまで、日本ハムグループは多彩なフィールドで
事業を展開しています。私たちが目指すのは、日々のさまざまな場面で、
多くの方々と「おいしさの感動と健康の喜び」を分かち合うことです。

日本ピュアフード（株） （株）北海道日本ハムファイターズ

日本ドライフーズ（株）
日本ハムデリニューズ（株）

日本ハムビジネスエキスパート（株）
日本ハムライフサービス（株）
日本ハムキャリアコンサルティング（株）
日本ハム設計（株）
日向農産加工（株）
（株）マイン

日本ハム（株）中央研究所
（株）丸和
（株）ケンテック

日本物流グループ（株）/日本チルド物流（株）
日本物流センター（株）/日本ハム物流（株）
日本ルートサービス（株）
ジャパンフード（株）/ビー・ケー・ケー（株）
NMP AUSTRALIA PTY.YY LTLL D.（AUS）
DAYAA‐LEE FOODS,INC.（USA）
THAI NIPPON COLD STORAGE CO., LTLL D.（THA）
NMP（CHILE）Y COMPAPP NIA LIMITATT DA（CHI）
NMP SINGAPORE PTE. LTLL D.（SIN）
NMP U.K. LTLL D.（GBR）
NMP（TATT IWAN）INC.（TPE）
THAI NIPPON MEATAA PAPP CKERS CO.,LTLL D.（THA）

（株）スエヒロレストランシステム

各国の略号
USA … アメリカ AUS … オーストラリア CHN … 中国
MEX … メキシコ THA … タイ CHI … チリ
SIN … シンガポール GBR … イギリス TPE … 台湾

6本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。

日本ハムグループの概要



2007年度

P安全で健康的
  環境の確保
P安全で健康的
  環境の確保

O消費者への
  責任履行

U地域社会の共通
  財産の構築

T CSR調達の推進

S仕事と私的生活の
  調和

R機会均等の徹底

Q就業の継続性確保Q就業の継続性確保

J生物多様性の
  保全

E情報戦略・
  コミュニケーション
E情報戦略・
  コミュニケーション

A企業統治

Dリスク戦略

H資源循環および
   廃棄物削減

I 化学物質の
 把握・管理

C法令遵守・企業倫理

社会環境経営

サステナブル
マネジメントツリー

N持続可能な社会を
  目指す企業文化

M土壌・水質汚染の
  防止・解消

F物質・エネルギー
  管理

G製品・サービスの
  環境負荷低減

K地球温暖化の
  防止

N持続可能な社会を
  目指す企業文化

M土壌・水質汚染の
  防止・解消

F物質・エネルギー
  管理

G製品・サービスの
  環境負荷低減

K地球温暖化の
  防止

葉なし

該当せず不可可良秀 優
仕組

成果

戦略

成果

戦略

信頼を育み、総合力を高めるため、責任と権限を
明確化し、内部統制の強化を図っています
日本ハムグループは、各事業部、関係会社がそれぞれの市場に最適な組織体制・事業戦略で運
営され、その強みを発揮し、その上で、総合力を生かすグループ経営を目指しています。その
ためにも、経営基盤としてコンプライアンス※2 経営の徹底とコーポレート・ガバナンス※6の強
化が不可欠です。コーポレート･ガバナンスをしっかり機能させ、「お客様」「株主の皆様」「お取
引先」「従業員」などの各ステークホルダー※3に対する説明責任を確実に果たしていきたいと
考えております。

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

　日本ハムグループにおけるコーポレート･ガバナンス
の基本は、取締役の「経営監視機能｣と執行役員の
「業務執行機能」において責任と権限を明確化する
ことです。経営監視機能を担う取締役の員数は、迅
速かつ適切な意思決定および取締役会が負う責務
の範囲を考慮して12名以下とし、取締役会をサポー
トする本社部門、委員会の充実を図っています。ま
た、取締役会の透明性を担保するために、2名以上
の社外取締役を選任することを基本としています。取
締役の任期については、年度ごとの経営責任を明確
にする上でも1年としています。さらに経営監視機能

を担う取締役の役割は重要であると考え、取締役会
により取締役の職務の執行を監督することを定款に
明記しています。
また、監査役および監査役会による経営監視体制

も構築しています。監査役の員数は、取締役会に対
する監視機能を十分に果たすために5名とし、3名以
上の社外監査役を選任することを基本としています。
さらにコーポレート・ガバナンスの強化は、経営体
制だけでなく、職場からの積み上げも重要との認識か
ら、事業所やグループ会社の内部統制機能の強化
も図っております。

日本ハムグループの
サステナブル※7経営格付ツリー
　日本ハムグループは、環境経営格付機構に
よる「サステナブル経営格付2007」の評価
を受けました。サステナブル経営格付は、「持
続可能な社会※5の実現に貢献する持続的発
展可能な経営の実行とその程度を測る」ことを
目的としたものです。
　評価は、経営分野・環境分野・社会分野
の3分野・19側面について実施されました。
調査票の記入・提出、調査票記載事項につ
いての根拠の確認、ヒアリングが格付委員に
より実施され、評価が決まりました。第三者か
らの評価として、掲載します。
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株主総会

（買収防衛に関する勧告）

（提言・運営）

（
統
制
監
視
）

（
内
部
監
査
）

関係会社
（コンプライアンス推進委員会）

取締役会
取締役

社外取締役

経営戦略会議

企業価値
評価委員会

各種委員会など
コンプライアンス委員会
報酬制度検討委員会
リスクマネジメント委員会

経営監視

経営企画部企業戦略室 広報IR部

投融資会議

執行役員会議 ガバナンス会議

会
計
監
査
人（
監
査
法
人
）

監
査

監
査
法
人

社
外
弁
護
士　

他

監査

【
報
告
】

【
報
告
】

（
統
制
監
視
）

（
提
言
・
運
営
）

グループ経営本部

コンプライアンス部
社内相談窓口
社外相談窓口

社会・環境室

品質保証部

監査役会
監査役

社外監査役

人事部 総務部 法務部

経理財務部 情報企画部 エンジニアリング部

事業部

監査部

（統制  監視）

（情報の共有化）

内部統制機能の強化

　日本ハムグループでは、「日本ハムグループ行動
基準」にコンプライアンスの基本原則を設け、法令
遵
じゅん

守
しゅ

はもとより、企業人・社会人として求められる倫
理観・価値観に基づき、公正かつ適切な経営の実
現と市民社会との調和を図っています。また、会社
法に沿って「内部統制システム構築の基本方針」
を定め、グループ全体で取り組むコンプライアンス、
並びに内部統制を基軸としたリスク管理方針を定め
ています。
　経営の透明性を高め、経営判断の妥当性を確保
するために、ガバナンス会議・投融資会議・経営戦
略会議にて検討、審議を行うとともに、各種委員会
を設けています。
　「コンプライアンス委員会」は、コンプライアンス
の浸透状況や具体的な課題などを検討し、その結
果について取締役会または経営戦略会議に提言ま
たは報告を行います。また、「コンプライアンス部」で

はグループ全体におけるコンプライアンスの取り組み
を横断的に統括しています。
「報酬制度検討委員会」は役員の業績を公正に
評価する制度等、役員報酬に関する諸制度を検討す
ることを目的としています。
「リスクマネジメント※8委員会」は、グループにおけ
るリスクマネジメントの推進に関する議題・対応策を
協議し、検討事項およびその結果について取締役会
または経営戦略会議に報告します。グループ全体の
リスク管理は、総務部の管轄する「リスク管理チー
ム」が統括的に行います。このチームでは、「コンプ
ライアンス部」や関係部署と連携し、グループの「リ
スクマネジメント規程」に基づき、想定されるリスクに
応じた適切な対応と緊急体制の整備を推進します。
監査部では、グループ各社の業務を所管する事業

部と連携して、グループ各社に対する内部監査を実
施しています。

日本ハムグループ「コーポレート・ガバナンスの仕組み」
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本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。

コーポレート・ガバナンス



相談

会議開催ごと

会議開催ごと

会議開催ごと

グループ全体への
取り組み

連携報告

指示

報告

各部門・各グループ会社

監査役会

報告相談窓口

執行役員・
間接部門部室長

コンプライアンス・リーダー

社内相談窓口
（コンプライアンス部）

弁護士事務所・
専門会社

 コンプライアンス推進委員会

コンプライアンス・リーダー コンプライアンス推進委員会

コンプライアンス・リーダー コンプライアンス推進委員会

コンプライアンス・リーダー コンプライアンス推進委員会

情報入手後即時報告
社内メール・携帯メールなど

コンプライアンス・リーダー会議

取締役会コンプライアンス委員会

コンプライアンス部

重要情報（非日常的事象）

監査部

従業員など

社
内

社
外

公正かつ誠実な企業活動を行い、
社会に対する責任を積極的に果たしていきます 
日本ハムグループは、コンプライアンス※2 を経営の基軸に据え、
従業員一人一人の主体的な活動によるコンプライアンス浸透に取り組んでいます。

日本ハムグループのコンプライアンス態勢

推進組織の連携
　グループ全体のコンプライアンス状況の確認
と方針を検討する「コンプライアンス委員会」、各
社・各部門で取り組みを進める「コンプライアンス
推進委員会」、各コンプライアンス推進委員会の
代表が具体策を検討する「コンプライアンス・リー
ダー会議」が相互に連携を図っています。

情報の一元管理
　マイナス情報はコンプライアンス部で一元管
理され、監査役、執行役員、部室長へは情報
入手後即時報告され、取締役会やコンプライア
ンス委員会へも会議開催ごとに報告されます。

コンプライアンス推進委員会の取り組み

ジャパンフード（株）
　メンバーの任期を１年とすることでこれまでに全社員が
コンプライアンス推進委員を経験しました。毎回、身近
な課題をもとに「コンプライアンス・ケーススタディ」を作
成し、討議を行い、意識向上を図っています。運営方
法として小会議と大会議を交互に開催することで、より
意見が出やすい雰囲気をつくっています。

日本ルナ（株）
推進委員会で掲げたテーマについて職場ミーティン

グを行い、コンプライアンス推進委員が代表として検討
結果を委員会で報告しています。より良い職場環境を
目指し、あいさつ運動、ごみ分別、５Ｓ※9などをテーマに
改善を図りました。コンプライアンスに関するテーマで職
場を見直すとともにコミュニケーションを図る機会となっ
ています。

日本ハムグループの各社・各部門ごとに、それぞれの事業活動に応じたコンプライアンスの浸透に取り組んでいくために、
各社長・各部門長を委員長として、コンプライアンス推進委員会が設置されています。

推進委員会の主催する勉強会
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「日本ハムグループ行動基準」を
各グループ会社の業態や業種に
より合致させるために作成した、
各社独自の行動基準です。

日本ハムグループのコンプライアンス・システム

の方針を策定し、その達成の日本ハムグループでは、コンプライアンスの浸透を図るために、①コンプライアンス経営の
しています。ために②周知活動を実施し、③適切に運用されているかを確認するモニタリングを実施し
みます。このPDCAのサイクルを繰り返し実施し、よりよいコンプライアンス経営の徹底に取り組み

コンプライアンス経営の方針策定 期経営方針を策定し、これに則独自の行動基準や中期

す。した行動をとっています

モニタリング
周周知活動活動の成果・課題を確認するとともに、

具体体的体的な意見・要望を聞き取ることを目的にモ

ニニタリングし、情報として活用しています。

コンプライアンスアンケート（従業員の意識調査）
年、全全従業員を対象としたコンプライアンスに関す毎年

るアンケケートを実施しています。組織風土とコンプライる
アンスス違反の関係を数値で捉え、具体的な活動に展
開してています。

会社情報管理規則
日本ハムムグループの中で起こった非日常的な事象（業
務上の損損害や事故、トラブルなど）に関する情報は
「会社情報報管理規則」に則り、コンプライアンス部
に集約され、れ、重要情報として管理されます。マイナス
情報を共有化す化することによって、素早い対応と類似の
事柄の再発防止に止に役立てています。

相談制度
日本ハムグループの全従業員が業員がコンプライアンス経
営に関する相談や職場での問題・悩みなど悩みなどを組織の
制約を受けずに自由に通報・相
談できる窓口を設置しています。
（社内に1カ所、社外に2カ所）

コンプライアンスカード

「日本ハムグループ行動基準」について詳しくは… http://www.nipponham.co.jp/group/compliance/basis/index.html

周知活動の実施
コンプライアンスの更なる浸透のため、全従業コン

員が理解を深め、コンプライアンスの重要性を

再確認する周知活動を行っています。

コンプライアンス大会
位事業所勉強会など、職場単位
ンでの小集団活動を行い、コン
成プライアンス大会で活動・成
。果の共有化を図っています。

監督職コンプライアンス研修

事業所勉強会
の事事業所単位あるいは近隣の事業
任業所共催で社会に対する責任
心をテーマにグループ討議を中心

とした勉強会を行っています。

コンプライアンス研修
に、知識の習得階層ごとに、 得や事習得
にしたグループ例研究をもとにし プ討にしたグループ

修議などのコ 修どのコンプライアンス研修
をを実施しています。

事業所勉強会

コンプライアンス大会

2

1
日本ハムグルループを
構成する全全従業員の
行動のあり方を示したり方を示した
ものものです。す。

「日本ハムグループ行
動基準」を簡潔な文
章とイラストでわかりや
すく表現したものです。

3

日本ハムグループ行動基準 日本ハムグループ
行動基準ハンドブック 各社行動基準マニュアル

行動基準 行動基準ハンドブック行
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本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。

コンプライアンスへの取り組み



1 2 3

充填工程
張りのある商品にするため、最適な充填圧力に
なるよう管理を行っています。

FT-CCP

厳選した羊の腸を使用し、皮の厚みと硬さを手
触りでチェックしています。

加熱工程
FT-CCP

皮がやわらかくなる温度管理と”パリッ”と感に最
も寄与するスモーク工程における色調管理に注
意を払っています。加熱後は食感の確認と官能
検査を実施しています。

原料と処理工程
トレーサビリティ※10が確立された安全な原料を
使用します。また、肉の温度を上げないように検
品し、骨、豚毛を注意して除去しています。

FT-CCP ※11

解凍温度に注意を払い、解凍庫の容量・解凍
棚への積み方を決めて解凍しています。

塩
えん

漬
せき

工程
FT-CCP

チョッピング時に肉がつぶれない様に温度と刃
の切れ味の管理を徹底しています。

品
質
へ
の
取
り
組
み

廃プラスチックの燃料化
環
境
へ
の
取
り
組
み

パリッとした食感で人気の
「シャウエッセン」が生まれるまで
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安心して召し上がっていただけるよう、原材料の調達から

商品ができるまで

4 5 6

7

うま味とコクがたっぷりの豚肉を、弾力性のある羊の腸に詰めたウインナー「シャウエッセン」。
おなじみの歯ごたえと味わいには、徹底した温度管理、充填の微妙な圧力設定といった
多くの工夫が凝縮。その「鮮度」と「おいしさ」を維持し、向上できるように力を注いでいます。

包装工程
温度管理の行き届いたクリーン
ルームで包装し、おいしさを保つた
めに窒素ガスを封入しています。ま
た、異物の混入をチェックするX線
検査装置なども導入し、さまざまな
検査を行い、安全で安心できる商
品をお届けしています。

スモーク排煙の脱臭処理
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（P 49 ～ P 50）

「シャウエッセン」が生まれるまで

配送まですべての段階で品質管理を徹底し、環境への配慮にも努めています。



肥料

発売以来１５年間愛され続ける専門店の味
「中華名菜（酢豚）」が生まれるまで

残さのリサイクル フライ油の再利用

原料の調達と処理工程
・原料の豚肉や野菜は厳重な検査をパスしたも
のだけを使用。社内の安全試験室でも農薬や
抗生物質の残留検査を行って安全性を確認し
ています。
・肉の旨味を逃さず細菌の繁殖も防ぐため、豚
肉は冷凍保管庫で保管し、その日に使う分だ
け低温でゆっくり解凍します。
FT-CCP ※11（鮮度とおいしさの重点管理項目）

おいしい酢豚に仕上げるために、豚肉は「ブラン
ド指定」をして、柔らかで上質の肉だけを使用し
ます。

FT-CCP

サイズを揃えてカットすることで、肉への味の浸
透・食感・フライ香味も均一にします。

カット工程

フライ工程
植物油１００％で揚げているため、カラッと揚がり
ます。油は特殊なろ過機でろ過し、高い純度を
保っています。
FT-CCP

厳しいフライ条件でカラリと香ばしい揚げ香味にし
ています。

味付け工程
中華料理の本格的な味をご家庭で楽しんでいた
だくために、専属シェフの工夫を凝らしたレシピで
作っています。
FT-CCP

味・食感・フライ後の色調に影響するため、肉の
味付けの浸透が安定化するよう工夫しています。

品
質
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み
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サーマル
リサイクル
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6

野菜を一品加えるだけで、手軽に本格中華のおいしさが味わえる、ロングセラー商品
「中華名菜」シリーズ。その中か
包装にまで貫かれる品質へのこ

A1.ソース炊き
ソースはしょうゆと酢などをミッ
クスしたシェフ特製レシピで
す。大きな釜でゆっくりと時
間をかけて煮込みます。

A2.ソース充填
高温のまま袋に封じ込めるこ
とで殺菌効果が出るため、ア
ツアツの状態でパックします。

FT-CCP

炊き上げ条件を数値化して管理

ソース炊き

真空パック・殺菌・冷却工程
中華名菜には保存料を使用して
殺菌をして低温で保管すること
わずにおいしさを長持ちさせるこ

環境フェアで中華名菜をご紹介！

包装工程

5

A1

容器包装の軽量化

A2

B1
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（P 49 ～ P 50）

「中華名菜（酢豚）」が生まれるまで



安心でジューシーな豪州産
「ワイアラ牧場エコビーフ」が届くまで

食品として初めて、環境ラベル「エコリーフ」を取得。

※4
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繁殖・育成過程
品質に関する国際規格「ISO9001※12」を取得
し、健康で良質な牛が育つ環境を整えています。

・シェード（日よけ）を設けて強
い紫外線を遮ることで、牛
のストレスを軽くし、健康に
育つように努めています。

肥育過程
・トレーサビリティの第一歩として牛の耳にタグを
付け、バーコードで一頭ずつの履歴を管理でき
るようにしています。
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321

「ワイアラ牧場エコビーフ」は、オーストラリアの広大な牧場で健康的に育てられ、処理された牛
肉のブランド商品（ツウンバビーフ、大麦牛、オリーブ牛、CBP）です。安心でおいしく、環境にや
さしい牛肉をお届けするため、食肉の履歴を管理するトレーサビリティ※10システムの確立、環境
ラベル「エコリーフ※13」の取得などさまざまな取り組みを行っています。

反すうで生じるメタンガスの削減排泄物のリサイクル

にバーコードを付け、一頭一頭の情報が正確に管
理されています。
・4本のラインそれぞれにQAチェックステーションを設
置。モニターで監視しながら、さ
まざまなチェックを行い、品質の
安定や向上につなげています。

輸送過程
－1℃～＋1℃のチルド状態に温度管理された冷蔵コ
ンテナで運び、肉の鮮度を保っています。

処理過程
・現地にある処理・加工のための
自社工場で、世界でもトップレ
ベルといえる安全衛生管理に
取り組んでいます。
・作業の終了後、工場内は専任スタッフが日々8時
間をかけてきれいに清掃。常に清潔な状態を保って
います。
・牛の耳に付けたバーコードでデータを確認して、厳
密な検査をしながら処理。カットされた後も部位ごと
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「ワイアラ牧場エコビーフ」が届くまで
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1 2 3

アイスクリームのような豊かな味わい
「バニラヨーグルト」が生まれるまで

品
質
へ
の
取
り
組
み

開発段階
バニラヨーグルトのおいしさの決め手になる「ほ
どよいコクとさわやかさ」の最良のバランスを見
つけるため、１年以上の歳月をかけて約５０タイプ
もの試作品を作って完成しました。

発酵工程
まろやかで豊かなコクを出すため、一般的なヨー
グルトよりもかなり長い約16時間をかけてゆっくり
じっくり発酵します。

発酵後の工程
最終的に人間の目や舌で一つ一つ品質を確か
める官能検査が行われ、合格した商品だけが箱
詰めされます。

原料調合後の工程
クリーミーなおいしさを実現するため、脂肪の粒
を均等にそろえて滑らかにしています。

ISO14001認証の取得

※14
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1993年の発売開始から15年間、クリーミーなおいしさで多くのお客様から
ご好評をいただいている「バニラヨーグルト」。
酸味が少なく、まろやかで豊かなコクが育まれる工程の秘密をご紹介します。

アルミのふたが開けにくいときは

さあ、開けてみましょう。
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「バニラヨーグルト」が生まれるまで

どうぞ、お召し上がりく
ださい！！

アルミのふたのふちを半分以上折り曲げます。
（手を切らないようにお気を付けください）

3

少しはがれるまでゆっく
り開けます。

きれいに開けられまし
たでしょうか？

4 5 6

設備導入や水の再利用などの改善活動
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環境憲章を胸に、地球の未来を見つめて
一人一人が行動しています
1998年、日本ハムグループは環境活動の基本的な方針として「環境憲章」を制定しました。
従業員一人一人が環境理念と行動指針を胸に刻み、
美しい地球の姿を次の世代へ残せるように取り組んでいます。

環境憲章

環境理念
日本ハムグループは、自然の恵みに感謝し、美しい
地球を次世代に残すことは私たちの責任であると考
え、企業活動のあらゆる面で継続的に環境保全に
取り組みます。

環境行動指針
我々は、環境問題への理解を深め、一人一人の業
務において、環境へのやさしさを実践します。
1. 環境・安全に配慮した商品・サービスの開発に努
めます。
2. 省エネ・省資源・環境負荷低減に努めます。
3. 推進体制の整備や意識向上をはかり、環境管理
システムの充実に努めます。
4. 法規制の遵

じゅん

守
しゅ

はもとより必要に応じて自主基準を
設定し、環境保全水準の向上に努めます。
5. 環境保護活動を通して、地域社会との協調・融
和に努めます。

1998

1999

2000

2001

2004

2005

2006

2007

2008

「環境宣言」を行い、「環境憲章」を制定

環境室を設置

日本ハム（株）小野工場にて
ISO14001認証を
取得（ハム・ソーセージ業界初）

グループを横断した環境対策委員会を設置

ウェブサイトに「環境への取り組み」を掲載開始

容器包装識別表示を開始

「環境レポート2001」を発行

「みんなの森
も
林
り
」第一号を

林野庁と契約（兵庫県大成山）

日本ハム（株）のハム・ソーセージ・加工食品製造工場
全工場でのISO14001認証取得が完了

みやざきバイオマス発電に参加（鶏糞を燃料とした発電）

「環境配慮」を盛り込んだ購買基本方針を公表

チームマイナス6%に参加し、「クールビズ」と
「ウォームビズ」を全グループで実施

オーキーホールディングス社ワイアラ牧場
ISO14001認証を取得（初の海外事業での取得）

日本ハム（株）中部圏営業グループISO14001認証を
取得（初の営業部門での取得）

日本ハム食品（株）、日本ハム惣菜（株）
全7工場でのISO14001認証取得が完了

北海道にてバイオディーゼル燃料の使用を開始

日本ルナ（株）全工場でのISO14001認証取得が完了

ワイアラ牧場エコビーフが食品で初めて
環境ラベル「エコリーフ※13」の認証を取得

日本ハムグループの全車両を対象とした
「エコドライブ※15・コンテスト」を開始

NPO法人ごみじゃぱんが主催するごみ減
へら

装
そう

実験に参画

環境年表

No.CP-07-001

環境マネジメントシステム
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自然の恵みを大切にすることが、
企業としての使命と考え、
さまざまな事業活動の中で環境保全に努めています。

環境への取り組み

認証事業所

現在構築中の
事業所

その他

日本ハムグループ

従業員総数
28,200 人

31.7％68.1％

現在構築中の
事業所
0.2％

●●●●

●●

●
●
●

●
●

●

●

●
●●●

●

●

●●

●

●

●

●

●
●
● ●

●

海外事業所（オーストラリア）

●：ハム・ソーセージ製造工場 
●：加工食品製造工場 
●：ヨーグルト製造工場
●：畜産農場など
●：食肉総合工場
●：営業部門

※年月日は、各事業所の
　ISO14001 認証取得日です。

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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●

●

●
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●

日本ハム（株） 旭川工場
北海道旭川市　2002.6.24

日本ハム惣菜（株） 北海道工場
北海道江別市　2006.3.24

（株）ジャバス 青森プラント
青森県おいらせ町
構築中

東北日本ハム（株） 山形工場
山形県酒田市　2002.11.1

日本ハム惣菜（株） 新潟工場
新潟県三条市　2006.12.14

日本ハム（株） 茨城工場
茨城県筑西市　2001.8.7

日本ハム食品（株） 関東プラント
茨城県常総市　2006.10.20

日本ルナ（株） 関東工場
群馬県高崎市　2007.9.19

静岡日本ハム（株）
静岡県吉田町　2003.2.4

日本ハム惣菜（株） 石川工場
石川県白山市　2007.4.12

日本ハム（株） 中部圏営業グループ
愛知・三重・岐阜・長野・
石川・富山・福井・静岡の
21拠点　2006.3.27 

日本ハム食品（株） 桑名プラント
三重県木曽崎町　2005.4.28

日本ルナ（株） 本社・京都工場 
京都府八幡市　2006.8.29

日本ハム食品（株） 関西プラント 
兵庫県小野市　2006.1.10

日本ハム（株） 小野工場
兵庫県小野市　1999.11.22

日本ハム（株） 兵庫工場 
兵庫県加古川市　2001.10.3

日本ハム（株） 徳島工場 
徳島県石井町　2001.10.12

長崎日本ハム（株） 
長崎県川棚町　2002.6.3

日本ハム（株） 諫早プラント 
長崎県諫早市　2004.4.1

日本ハム惣菜（株） 宮崎工場
宮崎県日向市　2007.4.12

南日本ハム（株） 本社工場
宮崎県日向市　2005.9.29

オーキーホールディングス社
ワイアラ牧場
クイーンズランド州　2005.5.10

トングパーク社
クイーンズランド州　2007.3.30

ニューウェーブレザー社 ガナダー工場
ニューサウスウェールズ州　1999.9.19

ニューウェーブレザー社 メルボルン工場
ビクトリア州　1999.4.29

オーキーホールディングス社
キングアイランド シーライト牧場
タスマニア州　2005.8.25

22
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いつまでも持続できる社会づくりのため、
よりよい環境マネジメントを追求しています
国際規格「ISO14001※14」の認証取得、環境情報を共有する「エコハート」の活用、
環境活動に対する監査…。持続可能な社会※5づくりの一端を担えるよう、
さまざまな仕組みを構築し、より効果的な環境活動のために改善を続けています。

ISO14001のカバー率（2008年3月31日現在）
下のグラフは、ISO14001の認証を取得または構
築中の事業所で働いている従業員数の割合を示し
ています。

ISO14001認証事業所（2008年3月現在）

環境監査
環境監査は、工場や営業所における環境法令の遵
守状況確認や環境パフォーマンス※16の改善状況
についての確認、そしてグループ各社の容器包装
再商品化委託契約の状況についても監査を実施し
ています。
監査の結果、不具合が発見された場合は、改善策
の立案を指示し、改善結果の確認を行っています。
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20本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。

環境憲章 / 環境マネジメントシステム



みんなの森
も

林
り

（森林の保護・育成）
→関連情報／ 30ページ

電力 542百万kwh

水 12百万㎥

燃料 81千kℓ

車両の燃料 16千kℓ

とうもろこし、麦などの飼料

鶏ふんに

事業活動のいろいろな場

57万トン

製品の原材料 591千トン

生産飼育の施設や牧場
→関連情報／ 15～16、20ページ

ふんは肥料工場へ

よる発電 メタンガスの燃料化

副産物・廃棄物の
減量化や肥料化
→関連情報／ 28ページ

場面で、環境へのやさしさを　

肥料工場

食肉の処理・加工工場
→関連情報／ 15～16、20ページ

リサイクル率
 99.8%

リサイクル率
 93.2%



北海道日本ハムファイターズ
（スポーツを通しての環境活動）
→関連情報／ 45ページ

食品工場
→関連情報／ 11～14、
17～18、20ページ

廃棄物の利用
（汚泥、食品残さ、廃食油）
→関連情報／ 28ページ

パッケージの軽量化
→関連情報／ 27ページ

営業所
→関連情報／ 20ページ

　実践しています。

（エコドライブ、低排出ガス車の導入）
→関連情報／ 26ページ

原料の調達か
環境への負荷

リサイクル率
 40.5%

リサイクル率
 94.5%

リサイクル率
 98%

製品の輸送

温室効果ガス※17の排出
→関連情報／ 31ページ

お取引先

お客様

容器包装ゴミ
→関連情報／ 27ページ

リサイクル
→関連情報／ 31～32ページ

から製造、商品の配送に至るすべての段階で
荷を減らせるよう、さまざまな取り組みを推進しています。

副産物・廃棄物
発生量 775千トン
処分量 16千トン
リサイクル量 759千トン

プラスチック 9,555トン
紙 952トン
ビン 1,810トン

排水 9百万㎥

（P 49 ～ P 50）

温室効果ガス 627千トン（CO2換算）

641千トン



限りある資源を守り、
地球への負担を減らすために

製造工程で使用する燃料の選定はもとより、オフィス部門も含めたこまめな省エ
ネ活動まで。エネルギーのより効率的な利用を目指すとともに、従業員一人一人
がCO2の削減につながる行動を実践しています。

CO2
（製造・オフィス）

省エネキャンペーンを実施しています。

　製造工場での工程改善による省エネ活動はもちろ
んのこと、オフィス部門でも省エネ活動に努めていま
す。冷暖房温度の適正化、ＯＡ機器の電源オフ、不
要な照明の消灯など、一つ一つの細かな取り組みを
重ねることで、日本ハムグループ全体として大きな削
減につなげていきたいと、２００４年から全員で取り組
んでいます。
　２００８年度の夏季省エネキャンペーンでは、従来
の取り組みに加えて、事業所に設置している自動販
売機に目を向け、設置台数や稼働時間の見直しを進
めています。

日本ハム惣菜（株）新潟工場

CO2発生量
1,000t 削減

夏季省エネキャンペーン
（クールビズ）のポスター

冬季省エネキャンペーン
（ウォームビズ）のポスター

CO2排出量や廃棄物の削減、省エネ、容器包装の軽量化…。
大切な資源利用の無駄をできる限り減らし、環境への負荷を少しでも軽くできるよう、
多岐にわたる環境保全活動に取り組み、改善を重ねています。

た。そして、ボイラーの燃料を重油に比べてCO2の発
生量が少なく、ばいじん・硫黄酸化物の発生も抑制
することができるＬNＧ（液化天然ガス）へと変更しま
した。
　今後、その他の製造拠点でもボイラー燃料転換の
検討を進めていきます。

ボイラー燃料をCO2排出量のより少ない燃料へ。

　日本ハム惣菜（株）新潟工場では、製造工程で使
用する加熱用蒸気や清掃用温水は重油を燃料とした
ボイラーで生成していました。製造ラインの効率化に
より、使用する電力や燃料の使用量を削減する努力
を続けていましたが、より地球温暖化防止（CO2排出
量の削減）に役立つ手法はないかと検討を重ねまし
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日本チルド物流（株）がグリーン経営認証を取得。

　日本チルド物流（株）東京事業所・青森事業所で
は、グリーン経営認証を取得しました。グリーン経営
認証制度は、運送業者を対象にした制度であり、環
境に配慮した事業活動を自主的に進めるための仕組
みです（交通エコロジー・モビリティ財団が審査・認証
を行います）。
　２００６年７月からは、運行管理システムを導入。商
品運搬時の保管温度やドライバーの運転状況をリ
アルタイムで監視し、ドライバーに情報をフィードバッ
クすることにより、安全運転や高品質な低温輸送へ
のサポートに加えて、燃費の向上による環境へのやさ
しさも実現しています。その結果、２００７年度は、燃
料使用量を201kℓ削減し、2006年度比で燃費を
11％向上しました。

原材料を運び、各地へ商品をお届けする物流におけるCO2排出量の削減は、大
きな課題です。燃費の向上を競う「エコドライブ※15・コンテスト」の実施をはじめ、
環境活動を推進する仕組みである「グリーン経営認証」の取得にも積極的に取り
組んでいます。

CO2
（物流）

GPS管理

ASP運用

・動態位置管理
・走行速度管理
・庫内温度管理
・急制動管理

GPSを活用した運行管理システム

車両後部に「エコドライブ実施中」ステッカーを貼付

車両の燃料使用量を管理する
データベース「ECOドライブ」

　日本チルド物流は、これからも、高品質な輸送はも
ちろんのこと、環境にやさしい事業活動を実践してい
きます。

　商品の運搬や営業活動などに使用する車両は、
日本ハムグループ全体で、4,742台です。これら車
両で使用する燃料量は日本ハムグループの総エネル
ギー使用量のうち、約７％（熱量換算）を占めます。ま
た、燃料（車両）を使用することにより、地球温暖化の
原因となるCO2も排出されます。
　日本ハムグループでは、２００８年４月１日より、車両

日本ハムグループ「エコドライブ・コンテスト」がスタート。

からのCO2排出削減を目的にして、「エコドライブ・コ
ンテスト」をスタートさせました。このコンテストは、日
本ハムグループの全車両を対象とし、燃費の１０％向
上を目指しています。
　エコドライブ・コンテストでは、約３５０のチームに分
かれて、それぞれのドライバーが安全運転に加えて、
エコドライブ運転にも取り組んでいます。
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本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。

CO2削減への取り組み



容器包装の再商品化実施委託状況のご報告。

　容器包装リサイクル法では、特定の企業に対して容器包装の再商品化義務を課しています。日本ハムグループは、
（財）日本容器包装リサイクル協会に再商品化を委託し、製造・販売した商品の数量に応じた再商品化実施委託
料金を支払っています。

契約年度

再商品化実施委託料金（百万円）
対象容器包装の排出見込量（t） 契約の

根拠となる
排出見込量の
実績算定
年度支払い料金

内訳

契約料金 精算金額 プラスチック
容器包装 紙容器包装 びん PETボトル

2006年度 409 500  91  9,173   999 1,816 － 2004年度
2007年度 464 584 120  9,555   952 1,810 － 2005年度
2008年度 － 574 － 10,268 1,222 1,158 11 2006年度
＊「対象容器包装の排出見込量」は、契約年度の前々年度の製造・販売実績から算出しています。
＊  再商品化実施委託料金は、精算金額が確定した年度にその金額を反映させています（2008年度の精算金額は2008年7月頃確定
される見込みです）。

＊  政令改正により、2008年度契約からドレッシング等に使用する容器の区分を「プラスチック容器」から「PETボトル」へ変更しています。

安全性や鮮度管理などの面から、適切な容器包装は欠かせないものになっていま
す。日本ハムグループでは、容器包装の軽量化や再商品化を推進するのはもちろ
ん、新しい買い物スタイルの提案である「ごみ減

へら

装
そう

実験2008」にも参加しました。
容器包装

日本ハム（株）はごみ減
へら

装
そう

実験２００８に参加しました。

　日本ハム（株）は、特定非営利活動（NPO）法人ご
みじゃぱんの主催する「ごみ減

へら

装
そう

実験２００８」に参加
しました。この実験は、大学・NPOと参加メーカー、
流通業者が協同でごみの発生抑制を目指して、「容
器包装が簡易化されたごみの少ない商品を選ぶ」新
しい買い物スタイルを提案するものです。
　日本ハム（株）からは、「ウイニーミニ２０８ｇ」、「中

華名菜シリーズ」、そして今回の実験のために特別企
画した「簡易包装のシャウエッセン」の３品種がごみ
じゃぱんの推奨商品となっています。
　「無理なくごみを減らす社会づくり」という目標の達
成に向けて、食品製造を事業としている私たちができ
ることをこれからも続けていきます。

ウイニーミニ208g
・ 製造時のCO2排出量を約10％削減
した包装フイルムを採用しました。

中華名菜シリーズ
・ 再生PET※18のトレーに変更するととも
に、トレー重量を約30％削減しました。
・ 包装フイルムの厚さを薄くすることによ
り、フイルム樹脂使用量を約8％削減
しました。

シャウエッセン（特別実験商品）
・ 包装形態を変更することにより、フイル
ム樹脂使用量を約22％削減しました。

※ このシャウエッセンは、ごみ減
へら

装
そう

実験２００８の
推奨商品として企画・製造したものです。

日本ハム（株）の推奨商品

容器包装への取り組み
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無色
びん

茶色
びん

ガラス材料に機械油の原料に

セメント原料

サーマルリサイクル

焼却後の灰はセメントの
材料になります

食品容器、コーヒー容器など

日本ハム（株）小野工場

金属くず 金属材料に

ステンレス / 鉄 / アルミ

素材へ分解

・水銀は蛍光灯の材料に
・ガラスはセメント材料や
　断熱材に

製紙原材料に

・原材料を包んでいる
　ポリ袋
・包装フイルム

溶かして紙の原料になります

動物性残さ / チップ燃え殻肥料化

・不良品 / 肉くず
・ウインナーをくん煙したあとの
　燃え殻

木くずを混ぜ、醗酵させ
肥料にします

発電時の燃料になります
（石炭の代替）

廃プラスチック

蛍光灯  /  電池

廃油

冷凍庫などの廃油

紙くず

段ボール / コピー用紙 /
コンピューター用紙

ガラス

酵素
分解

原料 P-プラセンタエキス※19

→ →
加熱

（殺菌）
精製
・
乾燥

有効成分を効率的に抽出

循環型の社会を目指して、ゴミゼロへの取り組みを。

日本ハム（株）小野工場の廃棄物リサイクル

畜産副産物を機能性食品の素材などに。

　日本ハムグループでは、牛や豚、鶏の生育から加
工・販売までを手がけています。このうち、加工段階
では、皆様にご提供する肉類のほかに、血液、内
臓、骨などの副産物が大量に発生しています。
　日本ハム（株）中央研究所では、未利用となってい

私たちの事業活動では、家畜の飼育や商品の製造など、それぞれの段階で廃棄
物が発生します。そのさまざまな廃棄物を無駄にすることなく資源として有効に利
用できるよう、最善の方法を追求し、多くの取り組みを進めています。

廃棄物

P-プラセンタエキスへの活用

るこれらの資源を廃棄するのではなく、有効に活用で
きる手段はないかと考え、研究を続けてきました。現在
では、これらの資源をもとに、機能性食品の素材や化
粧品、医療用の原材料などとして活用しています。

　家畜の飼育や商品の製造段階では、排泄物や廃
プラスチック、紙類などのさまざまな廃棄物が発生し
ます。これらの廃棄物は、肥料化や他用途での原料
化といったリサイクルのほか、焼却などの処分が行わ
れています。
　「自然の恵みを無駄にしたくない」との思いから、
家畜排泄物の自社内での肥料化や、ごみ分別の徹

底、廃棄物処分委託先の再検討など、さまざまな方
法を模索し、改善を行ってきました。
　そうした取り組みの結果、日本ハムグループでは、
下図でご紹介している日本ハム（株）小野工場のほ
か、22事業所でリサイクル率99％以上を達成するこ
とができました（2006年度実績）。

廃棄物削減への取り組み
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本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。



社内環境教育
　２００７年度は、入社や昇進など節目ごとに行う階層別研修に加えて、日本ハムグループの監督職層を対象とした
研修を実施しました。研修では、グループの環境への取り組みの基本的な方針である環境憲章・環境行動指針を中
心とした教育を実施し、取り組みの方向性を再確認しました。

環境への負荷を減らせるよう、
従業員一人一人が意識的に行動しています
日本ハムグループでは、事業活動で使用する物品を環境負荷の面から見つめ直して選択してい
ます。また、全従業員の環境意識を高めるため、教育の充実にも力を入れています。

74.5％
65.1％

76.5％

2004 2005 2006 2007［年度］

85.1％

0

20

40

60

80

100
［%］

グリーン購入率の推移

物品の購入にも環境への配慮を。

グリーン購入※20
　私たちが事業活動を行う際には、さまざまな物
品を使用しています。これら物品の購入にあたっ
ては、「グリーン購入ガイドライン」を定め、イントラ
ネットなどを活用することにより、環境への負荷が
より少ない物品などを選ぶ「グリーン購入」を実施
しています。

［年度］

［人］累計
1,200
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～2002 20072004 20052003 2006
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 ■ ：受講者数　ー■ー：累　　計

～2002 2007 ［年度］

［人］累計
9,000

1,000

7,000

5,000

3,000

2,700

300

2,100

1,500

900

［人］ 2,136
8,466

2004 20052003 2006

1,962
4,019

356
4,375

1,965
6,340

1460
2,057

597
597

 ■ ：受講者数　ー■ー：累　　計

環境情報の浸透
　日本ハムグループでは、環境法令や環境活動の事例などを把握でき
るデータベース「ECOECO22」を運用。データベースの更新を重ねる
ことで、最新情報が正確に把握できるよう努めています。

全従業員の環境意識が高まるよう、教育の充実を図っています。

再生紙など環境ラベル誤表示への対応
　２００８年１月、再生紙の古紙配合率について誤表示が明らかになりました。日本ハムグループでは、これを受け、グ
ループで使用する物品、印刷物などに記載されている配合率などの調査を実施しました。確認の結果、封筒・名刺の
一部に誤表示があること、商品に使用している再生樹脂トレーなどについては誤表示がないことを確認しました。
　調査以降、発注する物品については適正な表示の物品を使用していますが、在庫分については、環境負荷増加
を防止する観点から、在庫が無くなり次第、適正な表示の物品へ切り替えるようにしています。

データベース　ECOECO22

階層別研修の受講者数推移 環境内部監査人教育の受講者推移
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グリーン購入、環境教育

小川もきれいに掃除

日本ハムグループの従業員・家族に加え
て、（社）大阪日独協会とのタイアップによ
り、一般の方々もお招きした活動を行うこ
とができました。
ウォークラリーで大成山の散策、竹細工作
りの体験、バーベキュー、環境講演など、自
然とふれあう楽しさを感じていただきました。また、森林
育成のため、下草刈りや植樹も実施しました。

「みんなの森
も

林
り

」、全国3カ所で活動しています
日本ハムグループは、森林からの恩恵に報いるため、国有林の一部を借り受け、「みんなの森

も

林
り

」
と名付け、グループ従業員をはじめ一般の方々、お取引先の方々にも参加いただき、森林の保
護・育成を行っています。

筑波山では、自然観察会や森林保護活動

を通じて、自然の恵み、環境問題への理

解を深めることを目的としています。８月に

実施した活動では、（財）日本鳥類保護連

盟と日本ハムファミリー会の皆さんにも参加いただきま

した。日本鳥類保護連盟の皆さんには「筑波山に棲む

野鳥たち」をテーマにお話いただき、この森林にフクロウ

がいるらしいことなど新たな発見もありました。また、１年後

の収穫を楽しみに、キノコの森づくりも行いました。

今年度も、ウォークラリーを実施するとともに、近隣で開催され
た「みどりのフェスティバル」にも参加しました。
また、従業員、家族を対象にした活
動として、フィールドアスレチック、火
おこし体験、木工教室など森林と親し
むさまざまな催しも実施しました。

大
お お

成
な る

山
や ま

 （兵庫県）

筑
つ く ば

波山
さ ん

 （茨城県）

瀬
せ

戸
と

定
じ ょ う

光
こ う

寺
じ

 （愛知県）

東屋でひと休み 図鑑片手に山の
散策

鹿よけのネットを設置
ウォークラリー

の
表彰式

竹細工作
りに

チャレンジ

フクロウの羽根です
巣には卵や

羽毛も
木工細工も熱心

に

うまく切り落とせるかな？

一生懸命
、火おこし

これで、できたー
巣箱、

ここでいいよね

木工クラフトにみんな夢中
小さな子も

フィールドア
スレチック

30

経
営
の
基
盤

環
境
へ
の
取
り
組
み

社
会
活
動

人
財
育
成
・
働
く
環
境

商
品
が
で
き
る
ま
で

品
質
保
証
、

お
客
様
と
の
つ
な
が
り

本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。
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も
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［万t］

■：発生量　　　■：排出量　　　■：最終処分量　　　ー■ー ：再資源化率%
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2008年度の目標達成を目指し、 
さまざまな改善を重ねています
2007年度は、3年間にわたる環境行動計画パートⅡの2年目の年でした。2008年度末の目
標達成に向けて一層の努力を続けます。

環境目標と２００７年度の結果

取り組みテーマごとに目標値を定め、改善活動を進めています。

取り組みテーマ 2008年度の目標値 2007年度の結果 まとめ

ＣＯ2排出量の削減（原単位※21） 2005年度比　4.5％削減 2.5％削減 電力使用量増加の要因により、排
出量が増加しました。

水使用量の削減（原単位） 2005年度比　4.5％削減 0.3％増加 により、悪化しました。

廃棄物発生量の削減 2005年度比　6.0％削減 4.0％削減 を上げ、削減できました。

リサイクル化の推進 リサイクル率　95％以上
（工場部門、発生量比） 92.7% イクル率が低下しました。

グリーン購入※20の推進 グリーン購入率 75％以上
（事務用品、紙類） 85.1% 事務用品集中購買システムを活用

し、大幅に向上しました。

低排出ガス車※22の導入推進 60％以上
（低排出ガス車導入率） 39.9% を進めています。

廃棄物発生量、排出量、リサイクル率ともにほぼ横ばいと
なっています。4事業所では、リサイクル率100％となってお
り、今後、ほかの事業所でも廃棄物処理委託先の見直し、
有価物としての売却を検討し、廃棄物排出量の削減、リサイ
クル率の向上を目指していきます。

環境負荷の推移

廃棄物発生量・処分量推移

CO2発生量推移

［kg/t］

500

480

460

440

560

540

520

200520042003 2006 2007［年度］

474 477

460

538 553

工程排水を中水として利用するなどの活用方法を進めてきま
したが、製造品目の切り替え回数、機器洗浄の増加により、
使用量が増加しました。現状よりも高いレベルの清浄度を保
ち、なおかつ、洗浄に使用する水使用量の削減が可能かに
ついて検討を進めていきます。

水使用量推移

15.0

16.0

16.5

15.5

14.5
200520042003 2006

［m3/t］

15.3

15.8

16.2

15.6

16.0

2007［年度］

CO2発生量、水使用量、廃棄物発生量・処分量の推移を、環境パフォーマンス※16指標としてとらえ、長期的に監
視。経年変化として把握し、継続的な改善に努めています。（集計対象：26工場）

一部の事業所において、ボイラー燃料を重油からガスへと転
換し、削減を図りましたが、電力使用量の増加により、CO２
発生量・原単位ともに悪化しました。製造ラインの効率向上
を進めていきます。（2006年度実績より、CO2発生量算定に
使用する係数を変更しています）
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環境活動に関するデータ

環境保全コスト（単位：百万円）
項目 投資 費用

Ⅰ．
事業エリア内
コスト

①公害防止のためのコスト 206 744
②地球環境保全のためのコスト 21 25
③資源循環のためのコスト 107 1,006
小　　計 334 1,775

Ⅱ．
上・下流コスト

①グリーン購入・調達のためのコスト 0 0
②容器包装再商品化委託費用 0 554
小　　計 0 554

Ⅲ．
管理活動コスト

①社員環境教育・啓発のためのコスト 0 3
②ISO14001認証取得・維持コスト 0 17
③環境負荷監視のためのコスト 0 51
④環境保全に関わる人件費 0 109
小　　計 0 180

Ⅳ．
社会活動コスト

①環境改善及び住民対話のためのコスト 17 54
②環境保全団体への支援 4 0
小　　計 21 54

Ⅴ．
環境損傷コスト 小　　計 0 5

総　　計 355 2,568

●集計対象（31工場）
日本ハム（株）６工場、静岡日本ハム（株）、長崎日本ハム（株）、東北日本ハム（株）
１工場、日本ハム食品（株）３工場、日本ハム惣菜（株）４工場、日本フードパッカー
（株）5工場、日本フードパッカー四国（株）、日本フードパッカー鹿児島（株）、南日本
ハム（株）１工場、（株）函館カール・レイモン、日本ピュアフード（株）１工場、日本ドラ
イフーズ（株）１工場、マリンフーズ（株）１工場、協同食品（株）、（株）ジャバス１工場、
（株）宝幸1工場

●算定方法
＊算定は、環境会計ガイドライン（環境省）を参考としています。
＊ 環境保全以外の目的が含まれるコストは、支出目的に応じて差額方式または按分
方式で算出しています。
＊ 算定期間内に取得した固定資産はその金額を投資額として計上しています。

●対象期間
２００7年４月～２００8年３月

総括
　製造数量の変動に応じたエネルギー使用量、廃
棄物処分量の削減ができなかったため、原単位が悪
化しました。また、経済効果についても、原単位悪
化・エネルギーコスト上昇の影響を受け、コスト削減
には至っていません。
　コスト増加の主たる要因は、電力使用量の増加で
あるため、今後、電力使用量の削減に向けて、改善
活動を推進していきます。

環境保全効果（環境負荷の削減量効果）
分類項目 効果（削減）量 昨年比

１．廃棄物再資源化率 91.3%  1.2%減
２．廃棄物処分量（t） 1,200増 19.3%増

原単位効果 0.003増 21.4%増
３．燃料使用量（㎘） 491減  1.0%減

原単位効果 0.001増  0.9%増
４．電力使用量（千kW） 16,100増  5.5%増

原単位効果 0.048増  7.4%増
５．CO2排出量（t） 5,851増  2.1%増

原単位効果 0.024増  3.8%増
６．水使用量（千㎥） 172増  2.2%増

原単位効果 0.001増  5.9%増

環境負荷の削減に伴う経済効果（単位：百万円）
分類項目 金額

費用
削減

省エネによるエネルギーコスト削減 △149
廃棄物削減による処理コスト削減  △55

収入 有価物売却による売却益 186
合計  △18

環境会計※23

日本ハムグループでは、環境保全に関する投資や費用、改善活動によってもたらされた効果を「環境会計」として集
計。改善活動の成果を客観的に判断する材料の一つとして利用しています。

日本ハム（株）徳島工場が受賞日本ハムグループ環境賞

　日本ハム（株）徳島工場は２００８年2月23日、四
国経済産業局からエネルギー管理優良工場として表
彰されました。この賞はエネルギー使用の合理化を
図り、資源の有効利用に役立てるため、エネルギー
管理を常に推進するとともに、その成果が大きく、他
の模範となる事業所に与えられます。今回の表彰
は、徳島工場の
エネルギー使用
の合理化に関す
る成果が認めら
れたものです。

エネルギー管理優良工場の表彰式

　日本ハムグループには、優秀な業績をおさめた事
業所を表彰する「優良事業所表彰制度」がありま
す。２００３年度に特別賞として、環境改善活動に対
する表彰を初めて行い、２００４年度からは、「環境
賞」として制定し、優れた環境改善活動を行った事
業所を毎年表彰しています。２００８年度は、静岡日
本ハム（株）、日本ルナ（株）本社・京都工場が受賞し
ました。

「環境賞」受賞事業所
２００４年度 日本ハム 諫早プラント、静岡日本ハム
２００５年度 日本ハム食品 関西プラント
２００６年度 日本ハム食品 桑名プラント、日本ハム 中部圏量販部
２００７年度 日本ハム惣菜 宮崎工場、日本ハム 小野工場
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本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。

環境会計



農場 原料処理 加工 製造 流通配送 店頭 テーブル

日本ハムグループのインテグレーション※28

※27

※1

※24

※26

※25

日本ハムグループは、2006年4月からスタートした新中期経営計画パートⅡの経営方針のひとつに
【品質No.1経営の推進】を掲げています。

安全・安心をベースとし、満足・感動をお届けするために、商品・サービスを開発し続ける
【品質バリューチェーン】の構築を推進しています。

安心・満足・感動の
品質を目指して 魅力の

価値創造

安全性に
対する
客観的評価

お客様との
つながり履歴追跡

品質安全保証
ネットワーク

法令の遵守
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OPEN品質　もっともっと開かれた食品づくりへ。
お客様の【安心のための品質】
お客様の【満足のための品質】
お客様の【感動のための品質】
日本ハムグループは3つの視点で【品質保証】に取り組んでいます。

品質保証、お客様とのつながり

品質保証ネットワーク

タイでの安全検査 ブラジルでの安全検査

日本ハムグループでは国内だけでなく、海外にお
いても国内同様の安全を確保し、お客様に安心し
ていただくための品質保証活動を展開しています
国内外での品質監査と安全検査

国内外の品質監査は、日本ハムグループの品質保証部門
が連携して実施しています。

より安全でおいしい商品をお届けするため、さまざまな検査に
よる科学的な検証を定期的に行っています。

★賞味期限が適切か、科学的な検証を定期的に行っています。

賞味期限の
確認検査 ➡

細菌検査や官能試験で安
全性や味などについて検
証。

★農薬などの残留がないことを定期的に確認しています。

農薬等
残留検査
（ポジティブリスト制度対応）

添加物検査

➡

日本ハムグループが扱う原
料の農薬などの残留検査を
年間約３，２００検体実施。

検査項目は農薬などの使用
履歴調査を実施し、独自に
設定しています。

★食物アレルゲンのチェックを定期的に行っています。

アレルゲン
検査 ➡ 製品や副原料を年間

約４，１００検体実施。

中国での品質監査は、国内と同様に日本ハムグループの
品質保証部門が連携して行っています。

中国での安全検査体制は、威海品質保証センターが担って
います。日々検査体制を拡充し、現地で検査を行うことによ
り、原材料・製品の安全性を守っています。

1 品質監査は、加工工場だけでなく、農場や養殖場まで
出向いて実施しています。

現地工場での勉強会▶

◀威海品質保証センター
ＩＳＯ１７０２５：２００５「試験所及び
校正機関の能力に関する規格」認定

農薬等残留検査
（ポジティブリスト制度対応）

農薬：１６３項目
動物用医薬品

①水産物 ７３項目　②畜産物 ６９項目
2008年3月現在

添加物検査
サイクラミン酸、過酸化ベンゾイル、
安息香酸、スーダンレッドⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、
ソルビン酸、ポリソルベート、二酸化硫黄、

ＴＢＨＱ、メラミン

アレルゲン検査
乳、卵、小麦、そば、落花生

管理システム監査
・5つの品質方針
・組織と体制
・開発設計管理
・原材料管理
・製造工程管理
・衛生管理
・設備管理
・検査管理
・外注先管理
・購入品管理
・出荷管理

・流通温度管理
・識別管理
・不適合管理
・危機管理
・従事者衛生管理
・計測機器管理
・教育資格
・文書管理

・工場外周
・施設・設備の衛生管理
・作業者の衛生管理
・主原料・副原料管理
・防虫・防鼠管理
・機器の洗浄・殺菌
・毛髪混入の防止
・異物混入の防止
・重要管理点（CCP）
・製品管理、出荷
・その他工程

生産現場監査

合計　１０９項目 合計　６２項目

表示や、原産地、
トレースなどの
チェックも行ってい
ます。

品質監査実施内容
監査では、管理システム監査と生産現場監査との2つの面
から下記の項目をチェックしています。

管理システム監査と生産現場監査
ともに、国内の品質監査と同様の項目でチェックを行っています。

工場の監査 農場の監査

2 日本ハムグループでは、中国現
地工場で勉強会を開催し、品
質に対する意識の向上、製造
レベルの向上を図っています。

国内外での品質監査
日本ハム（株）品質保証部、
事業部・グループ各社
品質保証部門、

その他外部認証機関

国内外での安全検査
中央研究所、
安全試験室、
商品開発研究所

中国での安全検査
中国・威海

品質保証センター

中国での品質監査
日本ハム（株）品質保証部、
事業部・グループ各社
品質保証部門
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本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。

品質監査と安全検査



宮崎ビーフセンター
SQF2000

長崎日本ハム
HACCP

日本フードパッカー 川棚工場
SQF2000

日本フードパッカー 諫早工場
SQF2000

インターファーム 九州生産部
SQF1000

日本ピュアフード 鹿児島工場
ISO9001

日本ハム惣菜 宮崎工場
ISO9001

日本フードパッカー 鹿児島
SQF2000

南日本ハム 食肉工場
SQF2000

日本ルナ
京都工場
HACCP

日本ホワイトファーム 札幌食品工場
SQF2000

日本ホワイトファーム 札幌生産部
SQF1000

インターファーム 道南生産部
SQF1000

日本フードパッカー 道南工場
SQF2000

日本ホワイトファーム 東北生産部
SQF1000

日本ホワイトファーム 東北食品工場
SQF2000

日本ホワイトファーム 知床生産部
SQF1000

日本ホワイトファーム 知床食品工場
SQF2000

日本フードパッカー 道東工場
SQF2000

インターファーム 知床生産部
SQF1000

日本ハム 旭川工場
HACCP

日本ハム惣菜 北海道工場
ISO9001

日本ピュアフード 青森プラント
ISO9001

日本フードパッカー 本社青森工場
SQF2000

日本ピュアフード 本社 青森工場
ISO9001

宝幸 八戸工場
ISO9001

インターファーム 東北生産部
SQF1000

日本ハム 茨城工場
HACCP

日本ハム食品 関東プラント
HACCP

日本ピュアフード 本社
ISO9001

日本ピュアフード 船橋プラント
ISO9001

トーチクハム
HACCP

宝幸 ロルフ大和工場
ISO9001

静岡日本ハム
HACCP

宝幸 大和工場
ISO9001

日本ハム品質保証部
CS室 お客様サービス室
ISO9001

日本ハム 徳島工場
HACCP

フジフーヅ
HACCP

マリンフーズ
三重工場
HACCP

南日本ハム
製造工場・特需工場
HACCP

日本ピュアフード 宮崎工場
ISO9001

日本ホワイトファーム
宮崎生産部
SQF1000

日本ホワイトファーム
宮崎食品工場
SQF2000

威海日都食品有限公司
■ ISO9001
● HACCP

山東日龍食品有限公司
■ ISO9001
● HACCP

天津龍泰食品有限公司
■ ISO9001
● HACCP

オーストラリア

中国

アメリカ
デイリーフーズ

● HACCP

レドンド
● HACCP

タイ
タイ日本フーズ株式会社

● HACCP

タイ日本ベジタブル
● HACCP

オーキー
ホールディング本部

■ ISO9001
◆ ISO22000
● HACCP

オーキーアバトゥア
ISO9001ワイアラ牧場

■ ISO9001
◆ ISO22000
● HACCP

その他
■ ISO9001

● HACCP※24
■ ISO9001※12
◆ ISO22000※29
★ SQF1000※30
▲ SQF2000※31

日本フードパッカー 四国
SQF2000

日本ピュアフード
愛媛プラント
ISO9001

協同食品
HACCP

日本ハム 小野工場
HACCP

日本ハム食品 関西プラント
HACCP

日本ハム 兵庫工場
HACCP

日本ハム惣菜
新潟工場
ISO9001

日本ハム惣菜石川工場
ISO9001

宝幸 ロルフ西宮プラント
ISO9001

日本ピュアフード西宮プラント
ISO9001

東北日本ハム
山形工場
HACCP

山形第2工場
HACCP

商
品
規
格
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
安
全
審
査
体
制

・各種マスター
・商品規格情報

外部システム連携

規格保証書 / 検査結果 / 各種証明書

供給メーカーから原材料の
品質情報を入手し、
「誠実くん２」に登録します。

商品仕様書を管理し、カルテの
提出履歴管理を行います。

商品
カルテ

流通（店舗）

データ連携

原材料、商品に関する検査、
試験結果を登録します。

品質検査申請 / 結果管理

原材料品質規格 /
保証書取込・管理

商品カルテ提出 / 履歴管理

誠実くん２※26システム（商品情報総合管理システム）概念図

１次チェック

２次チェック

３次チェック

開発・製造部署 品質・規格チェック
登録された原材料情報から、商品の配合を作成し、
表示決定していきます。商品規格、製造工程、
包装資材情報などを登録し、確認します。

日本ハム株式会社
品質保証部 安全検証チェック 日本ハムグループ標準・

商品安全検証チェックを実施します。

事業部・グループ会社
品質保証室 仕様書チェック 日本ハムグループ標準・

商品仕様書チェックを実施します。

商品情報管理

商品情報総合管理
システム
誠実くん２

原料メーカー

原材料情報管理

品質検査管理 カルテ管理

原料情報 商品情報

他
シ
ス
テ
ム

安心を確保するために、日本ハムグループ以外
からの視点（国際的な外部認証）で評価し、
その維持・向上に努めています
日本ハムグループの外部認証取得（2008年3月現在）

お客様に安心・満足をお届けする、3重のチェック体制！
安全性が確保され、法的適合が確認された商品のみを市場導入するために、製造工場の品質保証課、事業部・グルー
プ各社の品質保証室、日本ハム（株）の品質保証部が、3重のチェックを行い、お客様に安心・満足をお届けします。
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安心の品質のために

お客様の【うれしい】は、私と日本ハムグループの
【うれしい】に。私たち日本ハムグループは
心を込めて商品・サービスを提案していきます
「品質No.1活動」とは、経営者を含め、開発・生産・加工・販売に携わる全部門の一人一人が、それ
ぞれの作業の中で自分たちが担っているおいしさや品質のポイントを把握し、「よりおいしく、より
新鮮で、より便利な品質をつくる」活動です。

➡ ➡ ➡
表現しにくい

「おいしさ」を数値化
（グレード基準）

重要管理項目
FT-CCPとして設定

厳密な管理
技術開発

高い品質
「鮮度」「おいしさ」の

維持向上

商品例 おいしさの
重要管理ポイント

シャウエッセン 肉のおいしさとジューシーさ

新鮮生活ロースハム ハムの食感と色調

中華名菜 酢豚 肉の香ばしい
揚げ風味＆食感

チキンナゲット 肉のおいしさ＆
肉・衣の食感

チキチキボーン スパイス風味と揚げ色

石窯工房 ピザ群 ピザ生地の食感と
焼き香味＆トマトソースの味

お客様の「うれしい」は、私と日本ハムグループの「うれしい」に。

品質向上活動から生まれたFT-CCP※11。
FT-CCPとHACCP
品質ＮＯ．１活動の一環としてＦＴ-ＣＣＰの設定と運用があります。今まで以上にお客様に満足を得ていただくために、
安全を確保する管理基準（ＨＡＣＣＰ）とともに、品質とおいしさグレードを守る厳しい基準（ＦＴ-ＣＣＰ）を設定。「おいし
さ」の向上に独自の手法を取り入れ、基準を逸脱させない全員活動で、お客様の安心と満足そして感動を得る品質
保証に取り組んでいます。

食肉一般小売向け（コンシューマー商品）

商品の特長、おいしさを実現する
ために必要な製造工程、基準に
ついて、さらに磨きをかけ、お客様
の満足に応えます。

食肉の安全・安心をベースに鮮度を
重視した活動を展開。SQF 1000、
2000の活動を活性化させ、安全で
鮮度ある商品をお届けし、お客様・
お取引先の満足に応えます。

27,000人の品質No.1
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本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。

満足の品質のために



すべての人が安心できるおいしさを広げ、
食卓にもっと笑顔を 
日本ハムグループでは、「食物アレルギーの方はもちろん、ご家族もいっしょに安心しておいしい
食事を楽しんでいただきたい」という思いのもと、1996年から食物アレルギー対応食品の研究
開発をスタート。その後、食物アレルゲンを検査する技術の確立にも取り組み、2003年からは
ウェブサイトを通じた食物アレルギーに関するさまざまな情報提供も行っています。

食物アレルゲンを除去した商品、いろいろお届けしています。

　お客様により確かな安心をお届けできるよう、原料
レベルから特定原材料5品目（乳、卵、小麦、そば、
落花生）の混入がないよう厳しく管理するのはもちろ
ん、特定原材料5品目を工場内に一切持ち込まない
アレルギー対応食品専用工場を2006年に稼働しま

日本ハムグループ「食物アレルギーへの取り組み年表」

1996
中央研究所にて食物アレル
ギー対応食品の研究開発を
開始

1997
食物アレルギー対応食品「アピ
ライトシリーズ」を開発し、発売

1998
農林水産省民間委託研究「食肉
製品の低アレルゲン化技術の開
発」「アピライトシリーズ」が農林
水産研究の10大成果に選定

2003
・食物アレルギーホームページ「食物アレルギーねっと」を開設
・食物アレルゲンを約15分で検出できる、食物アレルゲン迅速
検査キット ｢FASTKITイムノクロマト
シリーズ｣ を開発し、発売

2005
・「FASTKITエライザVer.Ⅱ
シリーズ」が厚生労働省医
薬食品局食品安全部長通知
「アレルギー物質を含む食品
検査法」の一部改定（食安発
第1011002号）に収載

した。クリーンな専用工場で、食肉製品として初めて
厚生労働省にアレルゲン除去食品（乳・卵）の表示
を許可された「アピライトシリーズ」や、特定原材料5
品目を使用せずに作った多彩なラインナップの「みん
なの食卓シリーズ」が製造されています。

みんなの食卓シリーズ 東北日本ハム（株）の
アレルギー対応食品専用工場

アピライトシリーズ
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食物アレルギーへの取り組み

FASTKITイムノクロマトシリーズ

食物アレルギーの確かな情報や対応メニュー、ネットで皆様へ。

　日本ハムグループが食物アレルギーに関する研究を進める
過程で、多くの食物アレルギーの方々のご意見を伺い、信頼
できる情報が少ないために困っていらっしゃることがわかりまし
た。そこで、食物アレルギーに関する正確な情報をご提供する
ために、ウェブサイト「食物アレルギーねっと」を2003年に開
設。食物アレルギーに関する基本的な情報だけではなく、食
物アレルギーの方にもお楽しみいただけるメニューなどさまざま
な情報を発信しています。

原材料から製造、完成品まで。すべての段階の検査キットを開発。

　食物アレルギーの方に心からご安心いただける食
品をお届けするためには、原材料や製造工程の管理
はもとより、完成した食品の品質確認も重要です。特
定原材料を検出する検査キットとして、原材料や製造
工程用に「FASTKITイムノクロマトシリーズ」、最終製
品用に「FASTKITエライザVer.Ⅱシリーズ」を開発。
日本ハムグループをはじめ、多くの「食」の専門家に
ご使用いただいています。

1999
「アピライトシリーズ」
がアレルゲン除去食品
の厚生省（現厚生労働
省）許可を取得

2000
厚生省（現厚生労働省）
委託研究「食肉中のア
レルゲン解析」「特定原
材料検出法検討会」に
参画

2002
・食物アレルゲン検査キット「FASTKITエライザ
シリーズ」を開発し、発売
・「FASTKITエライザシリーズ」が厚生労働省医
薬局食品保健部長通知
「アレルギー物質を含
む食品検査法」（食発第
1106001号）に収載

・農林水産省「農林水産技術会議会長賞」受賞
・「FASTKITエライザVer.Ⅱシリーズ」および
「FASTKITウエスタ
ンブロットシリーズ」
を開発し、発売

2006
東北日本ハム（株）アレ
ルギーケア事業部発足
（専用工場稼働）

2007
植物性乳酸菌HSK201、
マリンβグルカンを開
発、抗アレルギー作用
を確認

詳しくは、「食物アレルギーねっと」のウェブサイトへ。

http://www.food-allergy.jp/

FASTKITエライザVer.Ⅱシリーズ
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本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。



お客様一人一人の声を大切に受け止め、
開発や改善につなげ、
さらなる満足を目指しています。

お客様からこんなお声がありました。

パッケージ裏面に、表示を加えました。

すべて
は、

お客様
の食べ

る

喜びの
ために

日本ハムグループCS※1方針
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お客様サービス室での電話応対

1本の電話から、
たくさんの喜びが生まれています。

※32

※33

「奥様重役」
「日本ハムファミリー会」との
つながり

電話を通じての
つながり

「奥様重役」の活動

「日本ハムファミリー会」の活動

もう一度食べたくてずっ
と探しています！どこか
で購入できませんか？

★★★★にお住まい
のお客様が商品をお
探しなのですが…？

★★★★店に、
〇〇月××日夕
方に納品できま
すよ!

〇〇月××日の夕
方、★★★★店に
納品する予定にな
りました。

そのお店ならとて
も近くて便利です！
ぜひ行ってみます。
うれしいわ！

探していたあの商品に出会
えました。我が家の冷蔵庫は
宝の山に！これからは近所で
手に入りますね。

21
43
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本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。

お客様とのつながり



キッズキッチン料理教室
「サカモトキッチンスタジオ」の坂本廣子先生にご指

の導いただき、小学校低学年までの小さなお子さんの
初ために、キッズキッチン料理教室を開催しました。初

めて包丁を握る小さな
おお子さんでも、安全
に楽し楽しく料理が
でき、「自分で自分で
できた」という
体験が、自信
につながって
いきます。自
分で作った料
理は、嫌いなもの
でも食べられるように
なり、偏食もなくなります。

親子で
ウインナー作り

で、「親子で学学ぼう・親子で体験」をテーマに下館工房で学
腸親子でウ ンナー作りを体験していただきました。羊腸ウイン

へミンチ を詰める作業は簡単そうに見えますが、実チ肉を
際にや みると力の加減で空気が入ったり、はちきれやってみ

のそうにな りと、手づくりならではの難しさがあってどのなったり
顔親子も最 は四苦八苦…。慣れてくると次第に笑顔最初は
過ごが増し、楽しさも倍増。親子で充実したひとときを過楽し

だきまししていただきました。

食べる楽しさ、食べる大切さ、
幅広い世代に伝えています。
日本ハムグループでは、「食べること、楽しもう！」をスローーガン
に、五感を活かした体験とさまざまな食の知識を発信していまいま
す。お子様からご高齢の方々まで、より多くの皆様が豊かな食
生活を送れるよう、今後も食育※34活動を推進していきます。

小中学校での
手作りウインナー教室

催しました。小中学校で手作りウインナー教室を開催
材料で、どんな普段食べているウインナーがどんな材料
体験を通じて学方法で作られているのかを、手作り体

んでいただきました。

親子で工場見学
子供会供会やＰＴＡの方々をお招きして、
工場工場見学を実施。衛生管理体制
や安全な商品作りへの
取り組みを体験して
いただいています。

体験してみよう！

すべて
は、

お客様
の食べ

る

喜びの
ために
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園児への食育教室
保育園や幼稚園に伺い、紙芝居や
寸劇で楽しく、わかりやすい食育教室
を開催しています。食べることの大切
さや食べ物を大切にする心を育んでさ
います。いま

グランマと現役ママの
「今昔子育て座談会」（世代を超えた、食のコミュニケーション）
人生の先先輩であるグランマ（グラン
ドマザーー）から、嫁世代、そし
て孫世世代へ、食やマナー
の継継承を目的として開催
された座談会です。グラ
ンマが昔、その母親から
教わわった、簡単で素朴な
お料理理の紹介や、昔の子
育て期期の食生活の苦労や
工夫にまにまで話が広がりました。
グランマ世世代の食に関する知恵が、
この座談会を会を通して継承されています。
（日本ハムファミリミリー会※33）

手づくり研究会
ーやチーズ、豆腐などの加工食品を研ウインナーや

し、一から手作りしてみることで、「手作り品」究し、一
と「市販品」それぞれの理解を深めていくことを
目的に実施しています。（日本ハムファミリー会）

プロスポーツの管理栄養士による
食育セミナー
成長期の子供にとって、適切な栄養成長期の子供にと 養摂取を行うことの大切さを伝え

気持ちを育み、たり、食に感謝する気持ち 食への関心を高め、家族や友人
くることと食事を楽しむきっかけをつくる となどを目的としています。

食育サポート
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本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。



　日本ハムグループが、お客様や社会にとって価値あるものを提供する企業であリ続けられるかどうかは、従業員一
人一人の能力・やる気にかかっています。企業の競争力の根源は「人」であり、何よりも人財育成が大切であると考
えます。特に環境が目まぐるしく変化する中、従来の固定観念・発想を転換できる人財の育成に努めています。　　
　業務を通して先輩から後輩へと日本
ハム・スピリッツや技術・技能を伝承
するOＪＴをはじめ、グループ各社の人
事制度に応じた階層別研修、2007
年度からスタートした高い品質を維持・
向上するための品質No.1教育、経営
セミナー、ビジネスリーダー研修、ＩＴリ
テラシー研修、営業力強化・育成な
ど、さまざまな教育を実施しています。
　これらは、「わが社は従業員が真の
幸せと生き甲斐を求める場として存在
する。」という企業理念につながるも
のとして実施しています。

全ての事業を支えているのは従業員一人一人。日本ハムグループは、人財育成の充実と、従業員
がいきいきと働ける職場環境づくりに努めています。

環境の変化に対応できる人財を育成。

経営セミナー
　２００７年から、次世代経営者育成のため、集合研
修と実践経験の場を提供する機会として、経営セミ
ナーを実施しています。
　このセミナーは、経営者の「想い」や企業理念を
研修プログラムに組み込むとともに、経営に必要な
知識・スキルをベースに、自社の事象に置き換え、よ
り実践的な経営感覚を持つ人財育成につなげようと
しています。最終的には、日本ハムグループの今後
の企業戦略に反映するものとして、受講生が経営提
言を発表します。日本ハムグループでは、環境が変化
する中、「時代の要請に応えて時代をつくる」次世代
経営者育成に、力を
注ぎます。

ビジネスリーダー研修
次世代の日本ハムグループを担う人財を早期に育

成することを目的に、ビジネスリーダー研修を2007
年から導入しています。これは、中堅社員を対象とし
て、長期的に日本ハムグループの成長の原動力とな
るリーダーを育てることを目標としています。
プログラム前半では課題解決力やマーケティング・
財務の知識・スキルを身につけます。そして、後半で
は現場調査などをもとにプロジェクト企画を立案して、
半年後には役員の前でプレゼンテーションを実施。
発表したプロジェクト内容は、現場で実践し、成果に
つなげます。さらに、プログラム全体を通して、さまざ
まな職場の従業員
同士が交流を図り、
グループ全体を客観
的に把握し、問題や
課題を共有しようと
するものです。

ビジネスリーダー研修の受講生経営セミナー

経営
セミナーG

新任M
研修G

ビジネスリーダー
研修G

新任L1
研修

新入社員育成
プログラム一部G

評価者
研修

評価者
研修

新任評価者
研修

変革型
リーダー研修

シニアマネジメント
開発プログラムG

アセッサー
養成研修

ビジネスキャリア
検定２級G

コーチング
研修

コーチング
研修

ITリテラシー向上
（eラーニング）G

キャリアマネジメント
研修

グローバル
人材育成G

ビジネスキャリア
検定３級G

管理職昇格
アセスメント

ジュニアマネジメント
開発プログラム

L1
昇格試験

マネジメント能力
開発・選抜試験

専門知識
研修

品質No.1教育
（eラーニング）G

自主参加型
キャリア開発研修

自
己
啓
発
支
援

通
信
教
育

コンプライアンス教育 顧客満足

新規研修（予定） 必須研修 Gはグループにも展開 集合研修 集合研修（自主参加型）

資格
区分

SM

M

L2

L1

TM2

TM1

2008年度日本ハムグループ研修体系
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一人一人が力を最大限発揮できる
職場環境へ。

人財育成・働く環境

レンジする女性従業員が増えてきました。今後も男女
共にいきいきと働ける日本ハムグループを目指して取
り組みを続けます。

　「食べる喜び」の提供を使命とする私たちは、食の提供者であると同時に、消
費者の一人でもあります。お客様のニーズを捉えた質の高いアウトプットを仕事上
で生み出していくためには、私生活での消費活動の楽しみ、家族や地域・友人と
の交流、趣味での研

けん

鑽
さん

、学び、そして休養も必要です。私生活の充実と仕事の
充実は相関していると考え、ワークライフバランスの取れた働き方に向けて従業員
啓発セミナーの実施や、所定外労働時間の削減に向けて、グループ各社での目
標値の設定・定期的な労働時間の現状把握や課題解決への取り組みを行ってい
ます。
　また、仕事と家庭が両立できる職場環境を目指し、グループ各社での次世代支
援制度の充実や、次世代支援に関する法律や社内規定などの情報発信を行い、
活用を促進しています。

仕事と私生活のバランスが取れた毎日のために。

　お客様の多様なニーズにお応えしていくためには、
さまざまな立場の従業員が活躍できる職場環境であ
ることが不可欠です。日本ハムグループでは、女性
の視点や考えを企業活動に生かしていこうと、2005
年を「女性年」と定め、男女共に活躍できる職場
環境づくりを目標に「風土改革」「女性の意識改革」
「ポジティブアクション」の３つの取り組みを進めてき
ました。「ポジティブアクション」として３年間実施した
「女性ビジネスリーダー研修」は将来経営に参画で
きる女性リーダーの育成が目的です。その研修の成
果もあって、管理職などリーダーとして働くことにチャ

女性がさらに活躍できる職場環境を整備。

女性ビジネスリーダー研修受講生

　日本ハムグループでは、従業員が安心して働ける
職場環境を実現するため、厚生労働省の ｢労働安
全衛生マネジメントシステム｣に取り組み、グループ全
製造工場への展開を進めています。
　労働安全衛生マネジメントシステムとは、労働災害
や従業員の健康を阻害することを未然に防ぐため、
経営トップの方針の下、 ｢計画（Plan）－実施（Do）－
評価（Check） －改善（Action）｣ サイクルを繰り返し
循環させ、自主的な安全衛生活動を促進することに
より、安全衛生管理の水準を高めていく仕組みです。
　各工場には、安全衛生の専任者として｢安全イン
スペクター｣を適宜配置し、職場ごとの安全教育や
労働安全衛生マネジメントシステムの浸透・定着に注
力しています。計画から改善までの各段階において
は、従業員の意見を積極的に採り入れ、全員参加で
の安全で快適な職場づくりの実現を目指しています。

より健康で安心して働ける職場環境づくりを。

実施事項の特定

システム監査

システムの見直し

関係事項の周知

体制の整備など
（教育等の実施）

労働者の
意見の反映

安全衛生計画の
実施・運用

安全衛生
計画の作成

安全衛生
方針の表明

安全衛生
目標の設定

危険・有害要因の特定
（リスクアセスメント）
関係法令など

日常的な点検、
改善など

文書管理

緊急事態への対応

記録

計画（Plan）

実施（Do）

評価・改善
（Check・Action）

労働安全衛生マネジメントシステムのフロー
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本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。



スポーツを通した交流、地域振興イベントへの参加、自然保護活動…。
私たち日本ハムグループは、社会や地域の一員としての責任が果たせるよう、
皆様のサポートにつながる活動を広い視点から推進しています。

体育面 食育※34面

ファイターズフィールドクラブの野球教室

試合の日に最適なお弁当や
食事をアドバイス。
　スポーツに励む子どもたちを応援する保護者の皆
様の参考にしていただこうと、北海道日本ハムファ
イターズの栄養管理を指導する管理栄養士（日本
ハム（株）中央研究所）が、「子どもたちが喜び、元
気にプレーできる、試合の日にぴったりのお弁当や
食事」を考案。2007年9月、172チームが参加した
「2007 Ｆｉｇｈｔｅｒｓジュニア王座決定戦」の決勝戦
で、具体的なお弁当の作り方や試合の日の理想的
な食事の仕方などのアドバイスを行いました。
　食の基本的なルールを子どもたちが覚えやすいよ
うに工夫してまとめ、保護者の皆様だけではなく子ど
もたちの食育にもつながる活動を目指しました。

試合の日の
食事タイムスケジュール

つよくなれる
しょくじのルール 333

　2004年、北海道に本拠地を移した「北海道日本
ハムファイターズ」が掲げる理念は、「スポーツと生活
が近くにある社会＝Sports Community」の実現を
目指すことです。スポーツを通じて、人と人が触れ合
う交流の機会をつくり、人と人の心がつながるコミュ
ニティづくりに取り組んでいます。
　2007年は、地域の皆様をはじめとしたファンの皆
様の大きな声援に支えられ、パ・リーグ2連覇を果た
すことができました。新入団選手、中堅、ベテラン選

手が一丸となって、「熱く、頂点（サミット）へ～ F・A・
N・S‘08 ～」をスローガンに、パ・リーグ3連覇、そし
て、日本一を目指
していきます。

野球の技術はもちろん
前向きな生き方もバックアップ。
　未来に大きな夢を持つ子どもたちと触れ合える場を
積極的に創出していこうと、２００３年からファイターズ
フィールドクラブを設立。全道の子どもたち、そしてご
父兄の皆様、指導者の皆様とも野球を通して積極的
にコミュニケーションを続けてきました。
　実際に夢を実現した元プロ野球選手が教えている
のは、野球の技術だけではありません。大きな夢への
挑戦、自分の目標に一生懸命取り組む姿勢、人と触
れ合うことの大切さ…。それぞれの経験をもとに子供
たちに多くのことを伝えています。
　一人でも多くの子どもたちが大きな夢に向かって挑
戦してくれることを願い、これからも新たな取り組みを
積極的に行っていきたいと考えています。

皆様に支えられ、日本一を目指す「北海道日本ハムファイターズ」。
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豊かな社会づくりのお役に立てるよう、
地域の皆様とともに多彩な活動を行っています。

社会活動

網走中央小学校での出前授業

小学生にブロイラー※35産業についての出前授業を。

　生産飼育を行う日本ホワイトファーム（株）知床食
品工場では、さまざまな仕事の内容を知り、体験する
授業「12歳のハローワーク（小学校6年生が対象）」
に協力。ブロイラー産業の仕事について説明する
ため、網走中央小学校への出前授業を行いました。
「鶏の起源」や「現在の大規模産業に至る経緯」
をはじめ「各部位のおいしい食べ方」などもわかりや
すくご紹介。約1時間にわたる講義の中で、小学生
からは「仕事をしていて一番大変なことは？」といった
質問も多く寄せられ、事業活動への理解を深めてい
ただくことにもつながりました。

　日本ハムグループでは、第20回を迎えた市民マラ
ソン「ユニセフカップ２００８神戸バレンタイン･ラブラ
ン」に特別協賛しています。会場内に開設した「ニッ
ポンハムチャリティフードショップ」の売り上げ金の寄
付をはじめ、恒例のハムリンズ体操や食育クイズラ
リーなども行いました。また、日本フードパッカー（株）
川棚工場は、長崎県川棚町観光協会運営の「アク
アスロンinかわたな大会」に協賛。海で泳いだ後に
マラソンをするアクアスロン大会に、県内外から103
名の方が参加しました。

アクアスロンinかわたな大会▶

◀ユニセフカップ２００８神戸
　バレンタイン･ラブラン

市民マラソンやアクアスロン大会に協賛しました。

エコ活動とスポーツ振興を評価いただきました。

　日本ハム（株）徳島工場では、トラックによる廃棄物
の運搬回数を大幅に減らす取り組みを行い、徳島県
主催の「エコ・カーライフ実践賞」の最優秀賞に選
ばれました。また、日本ルナ（株）は地域の体育振興
への協力が認められ、財団法人京都府体育協会京
都府スポーツ少年団から「感謝状」をいただきました。

そして、日本ハム東部直販（株）［現在、日本ハム東
販売（株）］では長年にわたる学童野球・家庭婦人バ
レーボール連盟への協賛を評価いただき、「感謝状」
を授与されました。日本ハムグループでは、今後も環
境保全やスポーツ振興活動に力を注いでいきます。

「エコ・カーライフ実践賞」最優秀賞の賞状 財団法人京都府体育協会
京都府スポーツ少年団の「感謝状」

学童野球・家庭婦人バレーボール連盟の
「感謝状」
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本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。



森林保護とビジネス発展のため、中部エリアでご協力。

みどりのフェスティバル'08に協賛。
　中部森林管理局が主催する「みどりのフェスティバ
ル」は、美しい森林づくりで減らそうCO2をテーマとし
て、楽しみながら気軽に森林と触れ合っていただくた
めに、愛知県瀬戸市の瀬戸国有林（定光寺自然国
有林）で開催されるイベントです。2008年5月、日本
ハム（株）中部圏営業グループは協賛企業として今回
で3回目の参加となりました。市民の皆様に日本ハム
グループの環境に対する取り組みをご説明したのはも
ちろん、子どもたちに風船やハムリンズのキャップを配
るなど、より楽しんでいただけるイベントになるよう協力
しました。

中部マーケティング会議に出展。
　2008年3月、中部圏の有力企業が参加する「中
部マーケティング会議」が、１００年ブランドへの挑戦
をテーマに名古屋市で開催されました。このイベント
には、北海道日本ハムファイターズ代表取締役社長
の藤井純一がセミナー講師として出席したほか、日本
ハム（株）中部圏量販部がコーナー出展しました。日
本ハムグループのブースでは、社会・環境レポートとエ
コバッグを配布するとともに、参加された皆様の目を引
くウインナー飾り切りのジオラマの展示なども行いま
した。

社会・環境レポートと
エコバックを配布

日本ハムグループの展示ボードを使ってご説明 ハムリンズグッズも配布

大崎まちづくりのイベント「しながわ夢さん橋」に参加しました。

　2007年秋に日本ハムグループが移転した新オフィス
「ThinkPark Tower」に近く、JR大崎駅に隣接した「夢さん
橋」。ここで、大崎周辺まちづくり協議会と品川区商店街連合
会等による大崎名物イベント「しながわ夢さん橋」が開催され、
日本ハムグループも参加。ハムリンズが子どもたちとＪＲ山手線
を一周したほか、ウインナー飾り切りの実演やチャリティ抽選会
などでイベントを盛り上げました。

神奈川県で森に親しみ、自然を守る活動のサポートを。

　日本ハムグループは、2007年、神奈川県にある2つ
の地域で環境活動をサポート。6月には、足柄下郡湯河
原町で行われた、自然科学教室（つばめの巣の観察やテ
グス拾いなど）に協力しました。そして9月には、秦野市の
表丹沢野外活動センターで行われた「神奈川県みどりの
少年団」の環境活動を支援し、「親子で考える環境教室」
（森林に関する小冊子）を配布して森林保護活動や循環
型農業についてのご説明をしたほか、自然の中でバーベ
キューも楽しんでいただきました。

▲感想文を書く、みどりの少年団の子どもたち

湯河原町で行われた自然科学教室 ▶
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多彩なIR※36・企業情報、
さまざまなメディアを通して皆様へ。
お客様をはじめ、お取引先、株主・投資家の皆様、地域社会の皆様まで。日本ハムグループを
身近に感じてくださる大切なステークホルダー※3 の皆様が求められる情報をお伝えできるよう、
多様なメディアを通じて企業情報の公開に努めています。

皆様からの声を生かし、よりよい誌面や取り組みに。
お客様からお寄せいただいたご意見や評価を参考に、より読みやすく、わかりやすい誌面作りを心がけています。
以下にご意見の一部と改善への取り組みをご紹介します。

　このレポートは、日本ハムグループの
取り組みを分かりやすくお伝えできるよう
に、皆様からのご意見を参考に制作しま
した。
　制作段階では、グループの従業員が
自ら原稿を執筆しました。原稿を執筆す
ることは、自分たちの業務を異なる視点
で見つめ直す機会となりました。この経
験を業務に生かしていきます。
　また、これからの誌面を考える上で、
皆様から、率直なご意見や評価をいた
だければ幸いです。

率直なご意見をお寄せください。代表的なご意見 改善への取り組み

「いろいろな情報がありますが、文字が小さい部
分、字数が多いところもあるので、もう少し簡単に
まとめてあるとよかったと思います」

１ページ当たりの文字数をできるだけ減らし、読
みやすく、分かりやすい文章量を目指しました。ま
た、本文に使用する文字のサイズ、行の空き幅な
どを見直しました。

「自治体のゴミ回収が週２回に減ったので、ゴミの
出る量を減らしたいのです。御社のパッケージ包
装はまだ改善するところがあるような気がします」

27ページでご紹介しましたように、フィルムの材質
見直し、厚さの削減などの取り組みを進めていま
す。貴重な資源を無駄にしないよう今後も、取り
組みを継続します。

「細かい文字で難しい文章が多かった以前に比べ
て、図の解説や商品の写真が増え、ずっと読み
やすくなったように感じられました」

読みやすさについては改善を重ね、今回は皆様に
ご愛顧いただいている商品が、製造段階でどのよ
うに、おいしさ、安全、環境への配慮を行ってい
るのかもご紹介しました。

「【満足と感動をお届けする】取り組みをはじめたこ
とは、消費者にとって、すばらしいことだと感じまし
た。お客様第一の姿勢を忘れないでください」

安全・安心をベースに、満足・感動をお届けする
ための、商品・サービスの開発はこれからも続けま
す。すべては、お客様の食べる喜びのためです。

ウェブサイトでのアンケートはこちらへ… https://www.nipponham.co.jp/group/ecology/report2/index.html

年次報告書
「アニュアルレポート2007」

各種財務指標などのデータ集
「Fact Book」

「有価証券報告書」株主様向け情報誌
「View」

広報誌
「ROTARY」

各事業所の環境活動報告書
「サイトレポート」

IR情報

会社案内
「日本ハムグループのご案内」

企業情報
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本文中の※印の用語については巻末（P 49 ～ P 50）に解説を記載しています。

コミュニケーションのために



お問い合わせ先
日本ハム株式会社 社会・環境室
〒141-6014
東京都品川区大崎2丁目1番1号
ThinkPark Tower
TEL：03-6748-8084
FAX：03-6748-8179

※1　CS（P 1、33、39）
Customer Satisfaction（顧客満足）の
略語。顧客の声や市場情報を収集・
分析・発信し、競合企業との差別化を
図るとともに、商品・サービスの改善や
開発を促し、顧客満足度向上を目指す
ものです。

※2　コンプライアンス（P 1、7、9）
法令遵守と訳されることが多々あります
が、日本ハムグループでは、単に法令
に違反しないだけでなく、社会通念上
の常識や倫理に照らし合わせて、企業
が正しい経営を行うことであると認識し
ています。

※3　ステークホルダー（P 1、4、7、48）
企業活動によって、直接・間接に影響
を受ける人々や団体などの利害関係
者のことをいいます。具体的には、お
客様、株主の皆様、従業員、お取引
先、地域の方々などを指します。

※4　バーチカル・
インテグレーション・システム（P 4、15）
お客様に安全・安心な食肉をお届け
するため、畜産物の生産・飼育から処
理、加工、物流、販売までを、自社グ
ループで一貫して管理・運営するシス
テムです。日本ハムグループならではの
システム構築によって、徹底した品質
管理や食肉の履歴情報管理などが可
能になりました。

※5　持続可能な社会（P 4、7、20）
いまの世代が、将来の世代の利益や
要求を損なうことのない範囲で環境を利
用し、開発を行い、人類の活動が将来
にわたって持続できる社会をいいます。

※6　コーポレート・ガバナンス（P 7）
一般に「企業統治」と訳されます。企
業における意志決定の仕組みのことを
指し、不正行為を防止する機能などが
あります。

※7　サステナブル（P 7）
持続可能な社会の構築に貢献するた
め、環境と経済が両立する事業を行い、
社会から信頼される経営のことです。

※8　リスクマネジメント（P 8）
リスク及び経営危機に対して、全体的
な視点で合理的かつ最適な手法で管

理することにより、事業目標達成の支
援及び損害の拡大防止・復旧に貢献
する経営管理手法です。

※9　５Ｓ（P 9）
製造業などで職場環境を改善するとき
に使われるスローガン。頭文字がＳにな
る整理、整頓、清掃、清潔、しつけの
5つを指します。

※10　トレーサビリティ（P 11、16）
トレース（Trace＝追跡する）とアビリティ
（Ability＝できること）の合成語。食品
の場合、農畜産物の生産者や生産過
程などに関する情報を添付して、その
履歴をさかのぼって確認可能なものに
することを意味します。日本ハムグルー
プでは、食肉についての生産履歴情
報をインターネットで誰もが確認できるよ
うに開示するトレーサビリティ・システム
「NICOT」を構築しました。

※11　FT-CCP（P 11、13、36）
FT-CCP（Fresh&Tasty Critical Control
Point）とは、鮮度とおいしさの重点管理
項目という意味です。日本ハムグループ
独自の考え方で、「よりおいしく、より新
鮮で、より便利な品質」をつくるために
取り組む「品質NO.1活動」の一環とし
て設定され、運用されています。

※12　ISO9001（P 15、35）
国際標準化機構（ISO）が制定した品
質管理・品質保証に関する国際規格
です。品質保証システムを構築するこ
とによって、お客様に満足していただく
ことを目的としています。

※13　エコリーフ（P 16、19）
社団法人産業環境管理協会（JEMAI）
が推進する環境ラベル。製品の製造・
使用・廃棄などすべての段階で、環境
に与える影響が定量的にわかるよう広
く開示することが求められます。日本
ハムグループでは、「ワイアラ牧場エコ
ビーフ」が食品として初めての「エコ
リーフ」を取得しました。

※14　ISO14001（P 17、20）
ISO（国際標準化機構）が制定した、環
境管理に関する国際規格です。環境保
全及び汚染を予防するために、継続的
な改善活動を行うための仕組みです。

未掲載事項のご説明
１.  本レポートの環境データには、
海外事業所のデータは含まれ
ていません。来年度から、海外
の生産・製造事業所のデータを
追加する予定です。

２.  31ページ掲載の「環境負荷
の推移」は、国内28事業所
の推移です。国内全事業所を
対象とした環境負荷データは、
2008年8月に当社ウェブサイト
（http://www.nipponham.
co.jp）にて公開します。

用語解説

表紙のイラスト＝くぼ・りえさん
・1974年生まれ
・大阪府枚方市在住
・成安造形短期大学卒業
・ プロップ・ステーションバーチャル工房リーダー
・ 生後6カ月にウェルドニッヒ・ホフマン病とわ
かる。全身の筋力がほとんどありません。全
介護が必要で車椅子生活をしています。

著作：絵本「バースデーケーキができたよ！」
（ひさかたチャイルド社／東京都文京区）
http://www.prop.or.jp/

編集後記
　本レポートをご覧いただいた皆様、
並びに、制作に携わった皆様に、深
く感謝申し上げます。
　今回は、新しい試みとして、商品
製造段階での品質・環境への取り
組みをご紹介しました。皆様に分か
りやすく、正確に情報をお伝えする
には、どのように表現すればよいの
か、検討を重ね続けています。皆様
の忌憚のないご意見、ご感想をいた
だければ幸いです。
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※15　エコドライブ（P 19、26）
車から排出されるCO2の量をできるだけ
少なく抑えるために、やさしいアクセル
操作や加減速の少ないなどの環境に
配慮した運転をすることです。

※16　環境パフォーマンス（P 20、31）
環境などに配慮した事業活動を行った
結果、環境負荷が変化した度合いを示
す指標です。汚染物質の削減や省エ
ネルギー、資源の節約などの程度で示
されます。

※17　温室効果ガス（P 24）
太陽からの日射エネルギーを通過させ、
さらに地表から放射する熱（赤外線）を
吸収し、熱が地球の外に出て行くのを
防ぐ性質がある大気中のガスをいいま
す。京都議定書では、CO2、メタン、一
酸化二窒素、代替フロン等の６種類の
ガスが温室効果ガスとして指定されて
います。

※18　再生PET（P 27）
一般家庭などから回収されたペットボト
ルを、リサイクル可能なようにフレーク
状にしたもの。この再生PET（ポリエチ
レンテレフタレート）は、食品のトレーを
はじめ洋服やカーペットなどさまざまな製
品に利用されています。

※19　プラセンタエキス（P 28）
プラセンタ（placenta）とは胎盤のこと。
その成長因子や栄養素を抽出したもの
がプラセンタエキスです。美容や健康
の分野で注目され、プラセンタエキスを
使用したさまざまな製品が販売されてい
ます。

※20　グリーン購入（P 29、31）
環境負荷ができるだけ少ない商品や
サービスを、優先的に購入したり、利用
することです。

※21　原単位（P 31）
生産活動あるいは営業活動に投入した
エネルギーや水の使用量を、生産数量
などによって除算することにより算出さ
れるものです。原単位の増加・低減度
合いによって改善の状態を把握するこ
とが可能となります。

※22　低排出ガス車（P 31）
ガソリン車やディーゼル車のうち、粒子
状物質や窒素酸化物など大気汚染物
質の排出量が少なく、環境への負荷が
小さい自動車をいいます。なお、本集
計には低公害車を含みます。

※23　環境会計（P 32）
事業活動において、環境保全のため
のコストとその活動によって得られた効
果を認識し、可能な限り定量的（貨幣
単位または物量単位）に測定し、伝達
する仕組みのことをいいます。

※24　HACCP（P 33、35）
Hazard Analysis and Critical Control
Pointの略で、総合衛生管理製造過程
と訳されます。食品の製造工程におい
て危害を起こす要因を分析し、最も効
率よく管理できる部分を連続的に監視
することによって、食品の安全を確保
する手法です。

※25　ポジティブリスト制度（P 33）
食品中に残留する農薬、飼料添加物
や動物用医薬品について、一定の量
を超えて残留した商品の販売などを原
則禁止する制度です。

※26　誠実くん2（P 33、35）
原料、品質検査、商品仕様書・カル
テなどの情報が一元管理できる、コン
ピュータによるネットワークシステムです。

※27　テキストマイニング（P 33）
お客様の声などの膨大な情報を単語や
フレーズに分解し、出現頻度や相関関
係などを分析することによって、役立つ
情報を抽出するシステム・手法です。

※28　インテグレーション（P 33）
商品がお客様にとどくまでの過程に加
えて、商品開発や安全試験などを含め
た日本ハムグループの事業活動を統合
したものです。

※29　ISO22000（P 35）
ISO（国際標準化機構）が制定した、食
品安全に関する国際規格です。安全
な食品を生産・流通・販売するための
活動を、継続的に改善する仕組みづく
りが要求されます。

※30　SQF1000（P 35）
国際的な食品安全規格「SQF（Safe
Quality Food）」における､第一次生産
者用の品質規格です。

※31　SQF2000（P 35）
国際的な食品安全規格「SQF（Safe
Quality Food）」における、食品製造
業・流通業の品質規格です。

※32　奥様重役（P 40、42）
日本ハムグループが、より生活者の視
点に立った商品やサービスを開発する
ため、主婦の方々からご意見を直接伺
う場として設けたもので、毎月１回、東
京と大阪で会議を開催しています。

※33　日本ハムファミリー会（P 40、42）
奥様重役会議で半年間の任期を終え
た方々で組織された会です。消費者の
代表として、商品やサービスに関する
調査などにご協力いただいています。

※34　食育（P 41、45）
「食育基本法」では、知育、徳育及び
体育の基礎となるべきものと位置付け、
さまざまな経験を通じて「食」に関する
知識と「食」を選択する力を習得し、
健全な食生活を実践することができる
人間を育てるものとしています。

※35　ブロイラー（P 46）
短い期間で出荷するために改良された
肉用の若鶏の総称です。ブロイラーは
成長が早くて肉付きがよいため、鶏肉
の低価格化が可能になりました。

※36　IR（P 48）
インベスター・リレーションズ（Investor
Relations＝投資者関係）の略語。企
業が株主などの投資家に向けて、経
営・財務状況などの情報を提供する広
報活動のことです。

※37　FSC認証紙（裏表紙）
非営利団体の認証機関「FSC（Forest
Stewardship Council）」によって、森
林保護につながる、適切に管理された
森林から切り出された木材で作られたこ
とが認証された紙です。
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この社会・環境レポートには、FSC認証紙※37を使用し、インキは大気汚染の原因になるＶＯＣ成分を含まない、植物油100％の大豆油インキを使用しています。
また印刷についても、有害廃液を出さない水なし印刷を行っています。

日本ハムグループ　トップページ
http://www.nipponham.co.jp

環境への取り組み
http://www.nipponham.co.jp/group/
ecology/index.html

品質への取り組み
http://www.nipponham.co.jp/quality/
action/index.html

2008年6月発行

新しい情報を広く、詳しく、ウェブサイトでご紹介
日本ハムグループのウェブサイトでは、環境と品質への取り組みはもちろん、新商品やキャンペーンなど最新のお知ら
せ、バーチャル工場見学といった多彩な情報を発信しています。本レポートと併せてご覧ください。
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